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にゴ例

本書は平成13年度に一般国道44号根室市根室道路工事用地において、財団法人北海道埋蔵文化財

センターが発掘調査を実施した根室市穂香竪穴群の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

報告書の編集は、第1調査部第3調査課が行なった。

遣構の原稿は、調査を担当した調査員がそれぞれ執筆し、各遺構の文末に文責者名を記してい

る。その他の各章・節の原稿についても､文末に文責者名を記している。

遺構図は、調査を担当した調査員がそれぞれ整理し第2原図を作成した。 トレースは松田江利子

が行い、村田大が取りまとめた。

遺物等の現場での一次整理および取り上げデータの管理は越田雅司が行なった。

発掘調査での写真撮影は調査員が行い、遣物の写真撮影・焼付けなどは村田大・広田良成が行な

った。

土器の接合、復元、拓本、断面実測には山本敬子・平沼房恵が従事し、広田良成が統括した。

石器の計測には山l11苛径子が従事し、村田大が統括した。

土器・石器の実測・ トレースは飯田由紀乃が行い、村田と広田がとりまとめた。

ガラス製品の現場段階での仮強化は村田が、保存処理は第1調査部第1調査課田口尚が行った。

金属製品の保存処理は、 田口が行った。

フローテーション資料については、調査現場で菊池レイ子、佐藤和子が行い、選別作業は加藤量

子が行い、広田良成が統括した。

V章の各種分析、 ｜司定はつぎの方々と機関に依頼した。

放射性年代測定（ （株）地球科学研究所） 、炭化木材樹種同定（三野紀雄） 、黒曜石産地同定

（章科哲男） 、種子同定（吉崎昌一・椿坂恭代）

遣跡検出の火山灰の同定と石器石材の肉眼鑑定は、第1調査部第1調査課花岡正光が行った。

調査にあたっては、下記の機関および人々の指導ならびに協力を得た（順不同、敬称略）

根室市北構保男、根室市教育委員会川上淳、釧路市埋蔵文化財調査センター西幸隆・

松田猛・石川朗、斜里町立知床博物館松田功、帯広百年記念館北沢実・山原俊朗、

松井信輝、佐藤一夫、標津町教育委員会椙田光明、富良野市教育委員会杉浦重信・澤田健

福島大学工藤雅樹、北海道開拓の村野村崇、北海道浅井学園三野紀雄、北海道大学小

笠原正明・椿坂恭代、羅臼町教育委員会涌坂周一、 ところ遺跡の森武田修、浦幌町教育

委員会後藤秀彦、中標津町教育委員会山宮克彦、美幌町教育委員会小林敬、別海町教育

委員会石渡一人、豊原煕司、恵庭市郷七資料館上屋真一・松谷純一・森秀之、平取町

教育委員会森岡健治、静内町教育委員会藪中剛司､ (財)石川県埋蔵文化財センター小嶋芳

孝、明治大学阿部芳郎、枝幸町教育委員会高畠孝宗、伊達市教育委員会大島直行・青野友

哉、厚岸町教育委員会熊|||奇農夫博、札幌市埋蔵文化財センター石井淳、上ノ国町教育委員

会松田輝哉、新潟大学石井久美子、東京大学宇田川洋・熊木俊朗、苫小牧駒澤大学簑

島栄紀、水野正好、小樽市竹田輝雄、苫小牧市埋蔵文化財センター赤石慎三、苫小牧市工

藤筆・兵藤千秋・宮央靖夫、北海道開拓記念館平川善祥・山田悟郎・右代啓視・鈴木

琢也

1

２

３

4

５

６

７

８

９

Ⅲ

Ⅱ

囮

13.

14

15



凡 例

遺構は、以下の記号でもってあらわし、原則として調査順に番号を付けた。竪穴住居跡の番号に

ついては、根室市教育委員会が平成5年度に調査を行った際に付けた番号に連続している。

HP :擦文時代の竪穴住居 F:焼土 S :集石

JP :縄文時代の土坑

1

2．遺構図の出土遺物は、それぞれに凡例を付した。

遺構の規模は「確認面での長軸長×短軸長／床（底）面での長軸長×短軸長／確認面からの最大

深（単位はm) 」の順で記した。一部破壊されているものは現在長を( )で示し、不明のもの

はで示した。

3

実測図の縮尺は、原則として下記のとおりである。下記以外の図および、例外については図内に

スケールを付して示した。

遺構 1 : 40 復元土器 1 :3

土器拓本 1 ：2 剥片石器 1 ：2

礫石器 1 : 3 石斧 l :2

ガラス製品。金属製品： 1 ：2

4

5．土居の表記は、基本士層についてはローマ数字で、遺構の層位についてはアラビア数字で示した。

6．土居の色調は『新版標準土色III占19版」 （小山・竹原1997)に従った~

7．火山灰の略号は、 「北海道の火山灰」 （北海道火山灰命名委員会1982)による。

8．土器、石器、ガラス製品、金属製品の大きさは「最大長×最大幅×最大厚」で記した。剥片石器、

礫石器は機能部にこだわらず、長軸を長さ､短軸を幅、厚さは最大厚を採用した。

士層の混在状態は、基本土居や上記の略号などを用いておもに下記のように表わしてある。

A+B:AとBがほぼ同量混じる

A>B:AにBが少量混じる

A>B:AにBが微量混じる

９
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I 調査の概要

第I章調査の概要

1 調査要項

遺跡名：穂香竪穴群(N-01 34)

事業名：一般国道44号根室道路工事に伴う穂香竪穴群遺跡発掘調査

委託者：国土交通省北海道開発局釧路開発建設部

所在地：根室市穗香175番地ほか

調査面積: 8,000nf

発掘期間：平成13年5月7日～平成13年10月26日

整理期間：平成13年11月1日～平成14年3月31B

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理 事 長大澤満

專務理事宮崎勝

常務理事木村尚俊（平成13年7月17日まで）

総務部長柳瀬茂樹

第1調査部長木村尚俊（平成13年7月17日まで）

第1 ･2調査部長大沼忠春（平成13年7月18日付）

第3調査課課長長沼孝

主査越田雅司（発掘担当者）

主任村田大（発掘担当者）

文化財保護主事広田良成（発掘担当者）

3 調査に至る経緯

一般国道44号根室道路は、釧路市を起点とし、根室市に至る延長124klnの一般国道44号のバイパス

として、根室市温根沼より穂香に至る延長約7kmの区間に計画された自動車専用道路である。工事計

画の具体化に伴い平成1O年10月19日付けで埋蔵文化財保護のための事前協議書が北海道開発局釧路開

発建設部より北海道教育委員会（以下道教委）あてに提出された。

平成12年9月に道教委は根室市教育委員会の協力を得て、所在確認調査を実施した。遺跡の一部は

平成5年に個人住宅建設に伴い根室市教育委員会によって発掘調査が行われ、 5軒の竪穴住居跡が発

見された。さらに周辺の測量調査によって、竪穴住居跡と考えられる62か所の凹みが確認された。道

教委はそのような状況と現地調査によって計画路線内に約30か所の凹みが含まれることを確認し、路

線変更が困難な場合は発掘調査が必要な旨を、平成12年11月に釧路発建設部あて回答した。その後関

係者による協議が行われ、最終的に平成13年度から(財)北海道埋蔵文化財センターが発掘調査を実施

することとなった。

平成13年6 ･ 10月には凹みのみられない沢の奥部分の試掘調査が実施され、路線内の遺跡範囲がほ

ぼ確定し （約18,25011f) 、本年度はそのうちの東側8,000㎡の調査を行い、西側については来年度以

ノ
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降に実施する予定である。

4調査概要

（ 1 ）調査区の設定

基本図には北海道開発局釧路開発建設部の「一般国道44号根室市根室道路穂香地区用地測量業務用

地平面図1,000分の1図」を使用した。調査区とほぼ並行する用地境界標L-13とL 14を通る線を東

西の基軸ラインとし、 L-13を基準に41n方眼を設定した。 この方眼は北西端交点のアルファベット

とアラビア数字の組み合わせで呼称し （例:L-13はB-40) 、 さらに必要に応じてlm方眼に16分

割し小発掘区とした。小発掘区は北西端から東へ順に1， 2， 3， 4， と呼ぶ（例: B-40-1) 。

平面直角座標系第XⅢ系の各座標は以下の通り。

L-13 (調査区杭名B-40) X=-76289. 1%Y=1"733. 350

L-14 X=-76257. 858 Y=1"773. 898

~~ ~~ ~~
~ ~ ~
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図1-1 発掘区の設定

（2）遺跡の土層

基本土層は、 I層：表土・耕作土、 Ⅱ層：黒色土、主に擦文時代の遺物包含層Ⅲ層：黒褐色土、

主に縄文時代の遺物包含層、Ⅳ層：黄褐色土、摩周火山起源の火山灰層(Ma-g～k) 、約7,000年前

に降下（非常に崩れやすい砂状の火山灰のため崩落して、竪穴住居跡内に流れ込んでいる） 、 V層：

黒色土、縄文時代早期末以前の遺物包含層、Ⅵ層：黄褐色ローム層（多くの竪穴住居跡はこの層まで

掘り込んで床面としている）である。

（3）調査の方法

調査区の現況は、北側が牧草地、南側が笹原を中心とする原野である。調査に先立って、地表面か

ら確認できる竪穴の凹みの周囲を除いて、南側の笹原は重機により除去した。

遺構確認調査

遺物と遺構の広がりを確認するため、調査区全体に25％調査を実施した。その結果、北側の牧草地

は削平がⅢ層とⅣ層の一部に及んでおり、遺物も出土しなかったため遺構確認調査区とした。南側の

笹原は遣物・遺構が確認された周辺の発掘区は全て調査対象とし、ほかは遺構確認調査区とした。

包含層調査

Ⅱ．Ⅲ層の遺物包含層は、調査区ごとに遺物の多寡、土居の変化を見極めながら、必要に応じてジョ

レン、移植ゴテ､竹ベラなどを用いた人力による手掘り作業により掘り下げた。 25％調査の際V層か

ら遺物が出土した調査区の周辺は、全てⅥ層まで掘り下げ精査を行ったが、遺物は出土しなかった。

遺構の調査

地表面から確認された遺構については、その平面形長軸と短軸に士層観察用のベルトを残して掘り

下げた。上層の遣構が存在する可能性があるため、表土の笹原から人力で精査を行った。

ソ
〕
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遺物の取上げ

出土遺物の記録はトータルステーションを利用した。出土状況に応じて、写真や出土状況図など詳

細な記録化に努めた。微細遺物の密集部分では、水洗いによって取上げた。

（4）整理の方法

野外作業と並行して現地で水洗、注記作業を行った。小片や微細なものを除く大多数の遺物には、

遺跡名略号、発掘区名、層位名、遣物番号を記入した。現地では、遺物台帳作成、大まかな遺物の分

類まで行った。また、竪穴住居のカマドと炉付近の土壌のうローテーション作業を行っている。冬期

の整理作業で、土器の接合･復元、石器、礫の接合、土器、石器等の実測・製図、計測、集計、写真撮

影、ガラス製品・金属製品の保存処理、記録類の整理を行った。

（5）遺物の分類

土器

分類にあたっては、 （財）北海道埋蔵文化財センターの標準的な分類を踏雲した。縄文時代早期の

資料をI群、前期をⅡ群中期をⅢ群後期をⅣ群、晩期をV群とした。続縄文時代のものはⅥ群、

擦文時代のものはⅦ群とした。今回出土した土器には、縄文時代後期（Ⅳ群） と、擦文時代（Ⅶ群）

のものがある。 （広田良成）

石器等

出土遺物が少ないため、器種別の大分類にとどめ、記号等による細分は行っていない。剥片石器に

は石鑛石槍、石錐、スクレイパー類などがある。礫石器には磨製石斧、砥石、台石などがある。ほ

かに剥片・チップ、石核、礫・礫片、有孔礫がある。礫のうち「編物石」 と呼ばれる棒状礫は完形の

ものについて全点計測を行った。

金属製品。木製品・ガラス製品

これらについては出土量が少ないため、分類項目は改めて設けなかった。 （村田大）

（6）調査結果の概要

遣構は擦文時代の竪穴住居跡13軒（カマドがあるものは5軒） 、焼土4ヶ所、集石1ケ所、縄文時

代の士坑2基を検出した。擦文時代はおおよそ1400年前から90()年前の時期で、調査した竪穴の時期

は出土した土器から、その終わり頃と考えられる。

遣物は全体で約8,000点が出土した。擦文土器ガラス玉、刀子などの鉄製品のほかは、大小の棒状

礫が大部分を占める。縄文時代の遺物も少量出土した。

這構

竪穴住居跡は平面形が方形で、 カマドがあることが大きな特徴であるが、調査した竪穴住居跡には

平面形とカマドの有無から三つのタイプが見られた。①平面形が一辺6m～10mの比較的大型の方形

で、 カマドと炉があるもの(H-6･ll･13･ 14) 、②平面形が一辺4m程の小形の方形で、炉だけの

もの(H-15･16) 、③平面形が長方形で炉だけのもの(H 7･8･10･17)である。また、 カマドが

ある住居跡は、全体が明らかではない1軒(H-18)を除き、 カマドからみて奥のふたつの柱穴のそ

ばに、小規模な炉が見られる。今年度の調査からは①の住居跡は台地上の平坦面、③の住居跡は南の

斜面、②の住居跡はその中間に分布する傾向が見られた。

主な遺物

H-llの床面近くで約60点程のガラス玉が、金属製品、 ヒスイの勾玉などとともに出土した。 この

時期に多量のガラス玉を出土する例は少なく、類例として伊達市のオヤコツ遣跡があげられる。竪穴

住居跡の上層からの明確な掘りみなどは確認できなかったが、墓の可能性を含め、今後慎重な検討が

｝
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必要な事例である。

調査区西側の斜面部分で縄文時代中期末～後期初頭（約4,000年前）の北筒式の土器や黒曜石製の

石器が出土し、そのうちの北筒式土器のl個体には、道東地方のこの時期では例がない動物意匠がみ

られる。土器は筒状の深鉢型土器で、四つの突起がある。器面全体に縄文が施され、 口縁部の突起と

段の下には円形の刺突文が施される。意匠は四つの突起上に、それぞれ内側を向いた、目･鼻･口･耳な

どの顔が造作されている。続縄文時代の上磯町茂別遣跡出土の突起などに類似していることから 「ク

マ」 と考えられる。道東部縄文時代の動物意匠遺物は、標茶町ニツ山第3地点遺跡で縄文時代早期の

クマ頭部を模した石製品（軽石製）が見つかっているほかに例がなく、時代を下って続縄文時代にな

ると本例と類似した、 口縁部に四つ突起のある土器が常呂町岐阜第二遺跡の墓から出土している。時

間的に差があるので、 これらを直接的に結びつけることはできないが、 いずれも道東部における縄

文・続縄文時代の動物意匠を介した精神文化を知るうえで貴重な資料といえる。

表1 出土遺物一覧
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Ⅱ遺跡の位置と周辺の地形

第Ⅱ章遺跡の位置と周辺の地形

1 遺跡周辺の地形と地質

根室半島の地形は、標高約10mから50mの間でいくつかの段丘面が形成されているが、全体として

台地状となっている。

根室半島の基盤には、主として暗緑色の礫岩・角礫凝灰岩、砂岩、頁岩からなる根室層群が広く分

布しており、 この地層の中には花咲岬の「車石」で有名な枕状溶岩をはじめ、多数の塩基性火成岩体

が介在している。 この基盤の上に段丘礫層、火山灰、 ロームおよび腐植土が堆積している。調査区の

土居では、約40cI]の厚さでMa-f～kと呼ばれる摩周岳起源の火山灰層が見られる。 この火山灰は現

在の摩周湖である摩周カルデラが形成された、おおよそ7,000年前の最後の噴火に由来する噴出物と

考えられている。その上位にあたる、Me-a火山灰は部分的に見られるだけである。

2穗香竪穴群と周辺の遺跡

本遺跡は、昭和初期に根室半島の遺跡の分布調査を行なった伊藤初太郎氏によって確認され、穂香

チヤシの図に竪穴群として記載されている（伊藤1935･1938) ｡ 1973年に根室市教育委員会の委託を

受けた北地文化研究会が分布調査を行い、報告書（根室市教委1974)に竪穴38軒が記載され、そのほ

とんどが擦文時代とされている。その後、 1993年には根室市教育委員会が発掘調査を行い、 5軒の竪穴

住居跡が確認され、 さらに周辺の地形測量が行われ、発掘された5軒を含め62ケ所の竪穴住居跡と考

えられる凹みが確認された（川上1994) 。今回の調査範囲内にはそのうちの約30軒が含まれている。

周辺には、国道44号を挟んだ北側の海岸段丘上に、縄文時代及び擦文期の遺跡と考えられる幌茂尻

ボントマリ竪穴群（竪穴6基？） 、擦文期ほかの時期と考えられる方形・円形の竪穴が認められる'幌

茂尻東竪穴群（竪穴21基？）があり、穂香川支流の対岸、南側台地上には穂香3竪穴群（竪穴24基） 、

第二ホニオイ川をはさんだ南東側には擦文期と考えられる方形竪穴のある穂香6竪穴群があるが、穂

香竪穴群近辺では、穂香竪穴群は比較的規模が大きい集落と考えられる。

遺跡から根室市街地方向へ約1. 5kmのキナトイシ川の右岸台地上には国指定史跡西月ヶ岡遺跡があ

り、約300軒の竪穴住居跡の凹みが確認されている。西月ケ岡遺跡周辺にも穂香2竪穴群、穂香7竪穴

群、穂香8竪穴群、東和田l竪穴群等、方形もしくは円形竪穴状の凹みが見られる。ただし、 これら

はl～3基からなり、西月ヶ岡遺跡の大集落と比べて規模が小さいことが特徴として挙げられる。

海岸部にはチャシ跡、貝塚が存在し、特にチャシ跡はいくつかのまとまりをもちながら、海岸沿い

に点在している。キナトイシ湾には、溝で区画され3廓からなるアツケシエト1号チヤシ跡弧状で

二重壕のアツケシエト2号チャシ跡、少し南西側に下ると面崖式のニラウンケシ1号チャシ跡、

「ヨ」の字形の溝を有するニラウンケシ2号チヤシ跡、 3条の溝を有するニラウンケシ3号チヤシ跡

がある。シロカラモイ岬付近には、 「．」の字形の壕を有するヲ－ナイ1号チヤシ跡その西側約17

mにはヲ一ナイ2号チヤシ跡がある。また、根室市内には貝塚が少数しか存在しないが、キナトイシ

湾にはキナトイシ貝塚がある。

〃
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図Ⅱ－2遺跡の位置と周辺の遺跡(2)
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表2 周辺の遺跡一覧

厩 道教委
登載恥.

名 和

穂香竪穴群

西月ヶ岡竪穴群

キナトイシ貝塚

所在地 唖別 |時 イ{ 標高 立地

未ニオイ川左岸台
地上

特徴・その他

約62基の竪穴。南斜面の草地部は保存良
好｡

保存状態良好

カッティングに貝層が露出している。

遺跡は|淵墾されている。相当数の駆穴が
存在したと考えられる。

竪穴3基。西同ヶ岡罷穴群と沢をはさん
で南。

穂香172－1
175． 185

1 )4 集蒲別 擦文 '0m

西浜町6－

3，4 1 ．2他
キナトイシ川の領
岸段丘

1 集落跡 擦文 25m
~

~

西浜町10-
200～202

}2イ
貝塚 15， 海岸段丘上

海岸段丘上
西浜町'0

191 . 192他
4 キニナトイシ竪穴群2(） 集薄別 擦文 16m

穂香2竪穴群

穗香7竪穴群

穂香8竪穴群

東和田l竪穴群

－
３
門
Ｉ 穂香89 集落跡〕

|う、 海岸段丘上

穗香92 1
93

西月ケ岡竪穴群と

沢をはさんで西側

153(う 集落跡 伽
一
ｍ202 穂香l lO l 集落跡イ

キナトイシ川左岸
台地上

29 東和田70ざ 集落跡 25m

穂香6竪穴群1521

穗香108 集落跡 穂香川右岸台地上

ホニオイ川左岸台地
上

20m

穂香3竪穴群

穂香5遺跡

N(）| （ 穂香17師 集落跡 10～20m

11 151 穗香22， 23 遺物包含地 海岸段丘上）画1

岨 穂香4遺跡150 穂香37， ，13 遺物包含地 海岸段丘上'0m

穗香37． ’13
'15. ：18． 63

二つの小川にはさま

れた舌状の微高地上
13 幌没尻東竪穴群』6 集落跡 擦文 方形、 円形竪穴21基

大形2基、その他4基。整地されて平ら
になっているが台地一帯に浅いくぼみが
認められる。

)r、

繩文（北筒
式） ・擦文
（融合型式）

穂香57, 58
60． （i2

幌茂尻ポントマリ竪穴群| 』1 集蕗跡i ,う
海岸段'千卜1011

｜
胴
一
陥

15

16

幌茂尻l ‘10
2

低湿地に面した緩斜
面

海岸台地上

''1晃茂尻l遺跡11)5 集落跡 10m 竪穴2基

|､フケナイ遺跡290 |'晃茂尻7()－1 遺物包含地 縄文晩期？ 20m

アツケシエト1号チャ
跡

西浜町lO-

206他
II1H1 .5mほどの溝で画された3廓から怠
る。保存状態は良好である。

弧状二重壕。外側の壕は痕跡的にしか高
からない。

17 ‘ﾉ'4
日［〃 チャシ跡 アイヌ l ()、 キナトイシ湾の東lIlMl

アツケシエト2号チャシ
跡

ニランケウシ1号チャシ
跡

西浜町10-

20(j地先
わ14肘 Fヤシ棚 「ヌ | ()、 海岸段丘_上

而崖式(二郭？）｡従来ホニオイ3号、 ：1号
と呼ばれていたもので、 草地造成により
大部分は埋められている。

19 85 穂香7， 7地先 トャシ別 アイヌ 海岸段丘上

海岸段丘上

| ()、

ニランケウシ2号チャう
跡

「ヨ」の字形の溝。 旧ホニオイ束2号チ
ャシ。昭和58年4月26日国指定。

3条の溝を有する｡土取りによってその南側
は削り取られている｡現在海岸線に直交する
方向に3条の溝が残されている｡ ' '1ホニオイ
東1号チャシ昭和58年4月2(旧国指定。

．の字形の壕。 2号チヤシの東側約17m。
旧幌茂尻1号チャシ

111 りi》
白白 徳香7， 7地先 チヤシ跡 アイヌ 14m

穂香7， 13－
5， 13 5地

先

ニランケウシ3号チャシ
跡

21 21 子ヤシ別 アイヌ 侮岸段丘_I10,

穂香43

先

13地
ヲ－ナイ1号チャシ別22 27 チャシ跡 イヌ 海岸段丘上10m

穂香13. 44地
先

11心

当11
11⑪

当0 ヲ一ナイ2号チャシ跡 チャシ『 ﾌイヌ '0m 海岸段丘」 旧'|'晃茂尻東2号チャシ

穂香59, 59地
先

9/I
白玉 ウエンナイチャシ剛

JU1

〕U チャシ別 アイヌ 海岸段斤I~。151］ ．の字形の壕2基。

l×0. 5mのくぼみ10数カ所。立地形状か

ら墳墓と考えられる。チャルコロフィナ
チャシ跡と温根沼チャルコロモイ東竪穴
群との'1:'間に位置する。

温根沼チャルコロモイ東
境墓群

25 淵根沼2 墳墓州 アイヌ '0m

《
Ｊ
■
０

，
〃
蜀

召、
１

詔卿

私

醐

皿

１

１

、
ｖ
Ｊ
０

品根沼l遺跡
iBf､

当U 262 遺物包含地 繩文晩期

チャルコロフィナ2号チャシ跡の南側、
壕から約7mの距離にある。

丘陵縁部に32カ所の竪穴。方形竪穴主体
円形もある。中央部が松類の植林のため
整地されて現状をとどめない。貝塚も存
在したという。

ツ7
－~9

10

1， チヤルコロモイ西竪穴群 温根沼4 集落跡 海岸段丘上] ()、

縄文早期(淵
根沼式押型文
土器) ･擦文・
ナテ+で－､､ノ々

温根元3，13－
1 ． 2

関江谷竪穴群28
~

集落別 温根沼の東岸丘陵」'0m

弁天島貝塚竪穴群

ベニムケイ竪穴群

29 ； 弁天島 集落別 オホーツク 10m 弁天島

海岸段斤i‐

|上構保男氏が継続して調査している

かつて竪穴が存在したということである力

すでに破壊されているものと思われる。

10 (州 琴平町1 5 集落跡 縄文早期･晩期 10,

31 吃咲ll ll lI l遺跡289 花咲港3－2 包戯地 縄文晩其 征岸の崖上ml

神社裏台地斜面の畑で遺物採集。竪穴の
くぼみ等は確認できない。

昆布干場西側のカッティングで遺物採集

l 『18 艮節2遺跡 長節134． 139 遺物包含地 艮節湖北岸台地上
〕ﾑ

'0m

長節137-
1 ． 2

長節3遺跡

長節1遺跡

149 遺物包含地 5m 長節湖北岸台地」

縄文早期（束

釧路Ⅲ式）
}､1 147 長節63， 64 遺物包含地 海岸段丘上

弁天島の西北部台地上

10, 亘路カッティングで遺物採集

1反
》 Pj 弁天島チャシ跡

温根沼チャルコロモイ束
竪六群

チャルコロフィナ1号チ
ャシ跡

弁天島

温根沼2

チャシ跡

集落跡

hh
アイヌ 現在破壊され不明。

削平された可能性が強い。大形桁円形の
竪穴の中央部に円礫数個あり。

16 ）

海岸段斤l‐10m

温根沼

2． 4， 4地先
旧チャルコロモイチャシのうち、東側の
単郭を1号とした。

面崖式。従来のチャルコロモイチャシの
西側の主体部を分離して2号とした。

F･ヤシ圃 アイヌ 海岸段丘上
) I

| (1m

チヤルコロフィナ2号チ
ャシ跡

淵根沼4
先

1地 淵根沼東方、海岸
段丘上

86州

ﾁﾔｼ跡 アイヌ

8



Ⅲ遺構と遺物

第Ⅲ章遺構と遺物

1 擦文時代

（ 1 ）竪穴住居跡

H-6 (図Ⅲ－1～8，図版l～5)

位置○-88～91, P 88～91, Q 88～91

規模 10. 16×9. 72/9. 6×9.46/1. 12m

調査

地表面で方形の凹みを確認できた。凹みの周囲に周堤状の盛り上がりが認められ、掘揚げ土が良好

に残存することが予想されたため、凹みの周囲を含め長さ約20mの直行する土居観察用ベルトを設定

した。 トレンチ調査を行い、平坦な面と明瞭な立ち上がりが認められたので、住居跡と判断した。力

マドと炉周辺の土壌をサンプリングし、 フローテーション作業を行っている。

掘揚げ土

竪穴を取り囲むように掘揚げ土が分布している。北側と東側は斜面のため土壌が流出し、緩やかに

なっている。

覆土

Ⅱ。Ⅲ層の黒色土が主体である。中央付近では堆積が薄く、居厚15cm程である。壁付近では掘揚げ

土の流入土と壁面のⅢ～Ⅵ層の崩落士が互層を成して堆積している。特にⅣ層の火山灰層は崩れやす

く壁付近の覆土の主体を成している。

形態

平面形はほぼ方形を呈する。床はおおむね平坦でⅥ層中に掘り込まれているが、北側の一部でⅦ層

の砂利層が露出している。壁の立ち上がりは明瞭である。

付属這構

南壁に2ケ所、造り付けのカマドがある。いずれも凝灰岩製の板状礫を袖石に用いており、煙道は

約45度の角度で斜めに掘られ、灰白色粘土で作られている。焚口は掘り込みがなく、焚口付近に被熱

した角柱状の礫が出土しており、支脚として使われたものと思われる。焼土には炭化物、骨片が含ま

れる。東カマ ドの遣存状況は東からの圧力で潰されたような状態で、 袖石はすべて西側に倒れてい

る。西カマドは真上から潰された状態であった。

東カマドと西カマドの間に、小さな掘り込みがあり (HP-7)ホッキとアサリの貝殻が詰まってい

た。貯蔵穴と考えられる。

床面には炉が4ヶ所確認された。いずれも炭化物と骨片を含む。HF-1 ･ 2は掘り込みがない地

床炉である。HF-3･4は若干の掘り込みを持ち、北側の2本の主柱穴と住居の中央を結んだ線上

に位置している。 このような配列はカマドを持つ住居のH 11 ･ 13 ･ 14にも見られる。

柱穴は主柱穴と思われるものが、 4基検出されている(HP-1～4) ｡HP-5･ 6はそれぞれ

HP-2とHP-3、HP-3とHP-4の中間に位置しており、梁を支える支柱穴の可能性がある。

また、壁際に約lm～2mの間隔で、小ピットが19個検出された。壁の崩落を防ぐための土留め板を

固定した杭跡と考えられる。先端はいずれも尖る。

0
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図Ⅲ－1 H-6平面図
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Ⅲ遺構と遺物

Ｂ

且12．5m

一旦12,5m
口

14

01

H-6の土層

I 表土、笹根

l 黒褐色士(7.5YR2/2) n+m>N

2 黒色士(7. 5YR2/1)Ⅲ、崩落

3 明褐色士(7.5YR5/6)Ⅳ、崩落

4褐色士(7. 5YR4/6) IV>V，崩落

5 にぶい黄褐色士(10YR4/3)W>V，崩落、Vはブロック状

8黒褐色土(10YR3/2) I+Ⅲ、崩落

9 黒褐色土(10YR3/2) n+m>Ⅳ、Ⅳはブロック状

10褐色土(10YR4/6)VI>n十Ⅲ＋Ⅳ十V

12 黒褐色土(10YR2/2)=11 ,崩落

14黒色土(7.5YR1 . 7/I) n+m>Ⅳ、掘揚げ土

16褐色士(10YR4/4) IV>n+m+W+V、掘揚げ土

20 黒褐色土(5YR2/1) Ⅱ、崩落6 暗褐色士(10YR3/4)V>W

7 黒褐色土(7. 5YR2/2)V>Ⅳ、崩落

FE
－12．0m

鬘､
~［ HP－2 HP－5

－－一－
一

~U

H
－ 旦120m

~戸

｣HP－2

腰蚕司掘揚げ土
ｎ

ｌ

４

~

一 (

０
１

1／80）

図Ⅲ－2 H-6土層

fｺ
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穂香竪穴禰

A 東カマド 吾

－且1 1.4m
ｂ
’

劇
／α

十
一F一一一一字一一壺一司亭託

＋

1Q－90－1 〔〕

1
10

『～『～

-作-作

ｄ
’

C

－10．8m一
Ｊ
一
Ｊ

汚～汚～

10

＋，
~I ／ひ

’
＋
,Q－90－18

C ■

ｆ
’

｡

－二11 ．2m

~L－工

東カマドの土層

1 黄褐色土（掘揚げ土＞灰白色粘土）
2 灰白色粘土（＞Ⅱ＋Ⅲ）

3 黄褐色士（主にⅣの掘揚げ土＞灰白色粘土）
4黒褐色土（Ⅱ＋Ⅲ＞灰白色粘土）
5 黒色土（Ⅱ＋Ⅲ＞炭化物）

6 褐色土（Ⅳ＞灰白色粘土）

7 黒褐色土(V>灰白色粘土）

灰白色粘土（＞Ⅱ＋Ⅲ＋炭化物）

赤褐色焼土（＞炭化物＞骨片）

赤褐色焼土（被熱したⅥ）

黒褐色土（Ⅱ＋Ⅲ＞灰白色粘土）

灰白色粘土（＞炭化物）

暗褐色土（Ⅱ＋Ⅲ十Ⅳ＞灰白色粘土＞炭化物）

８

９

０

１

２

３

１

１

１

１

A 西カマド 呂

－－且11 .3m
ｂ
’

昌〆一
ノ①

一三.蚕 ＋下
~

-gl0.8m
ｄ
’

子
I

P

一－一二1 1．0m

~1－－/一

~垢-89 '4 ＋
Q89－15

Ｓ

/o~

C B

西カマドの土層

1 黄褐色土（灰白色粘土＞Ⅳ＞Ⅱ＋Ⅲ）
2 黒褐色土（Ⅱ＋Ⅲ＞Ⅳ＞灰白色粘土）

3 黄褐色士（主にⅣの掘揚げ士＞灰白色粘土）
4灰白色粘土（＞Ⅱ＋Ⅲ＞炭化物）

5 灰白色粘土（＞Ⅲ＋Ⅳ＞炭化物）

6 黒色土(V>灰白色粘土）

7赤褐色土焼土（＞炭化物＞骨片）
8 赤褐色土焼土（被熱したⅥ）
9 灰白色粘土（＞炭化物）

0 2m

！(1/40）

図Ⅲ－3 H－6カマド

『り
上白



Ⅲ遺構と遺物

HF－2の土層

1 赤褐色焼土（炭化物＞骨片）

2 赤褐色焼土(1に比べ炭化物少）

3 赤褐色焼土（被熱したⅥ）

HF-1の土層

1 暗褐色土（＞炭化物十焼土粒）

2 赤褐色焼土（＞炭化物十骨片）

3 赤褐色焼土（被熱したⅥ）

HF 2

一旦10.5m ／2 1
ノ ィ

ーーーと＝二一
J

ｂ

一

季

〉

一

１
・

ｌ

Ｆ

ｍ

Ｈ

Ｆ

ｏ
Ｏ

ａ

－

ｂ
’

HF-4の土層

1 暗赤褐色焼土（＞炭化物）

2 赤褐色焼土（被熱したVI)

ｂ

｜

一声
／

３Ｆ

ｍ

４
Ｉ
舟
４
９
－

卜

旧

一

ａ

’

ｂ

一

一

~

~

砦

４ＦＨ

ａ

ｌ

HF-3の土層

1 暗赤褐色焼土（＞炭化物）

2 赤褐色焼土（被熱したⅥ）

０
１

色m

J('/40)

HP-2の土層

1 黒褐色土（Ⅱ＋Ⅲ）

2 褐色士（Ⅵ＞Ⅱ＋Ⅲ）

3 黄褐色士（Ⅵ＞Ⅱ＋Ⅲ）

HP-1の土層

1 黒褐色土（Ⅱ＋Ⅲ＞Ⅳ＞灰白色粘土）

2 褐色士（Ⅵ＞Ⅱ＋Ⅲ＞Ⅳ）

3 黄褐色士（主にⅥ崩落）

4暗褐色土(VI+W)

HP－1

b
一三10,5m
一

畷
3

ｂ

’

ｂ

｜

画

~

風

椙

〕

２

１ｍ〆

昨

５０ａ

一

ａ

’

4

HP-4の土層

1 黒褐色土（Ⅱ＋Ⅲ＞Ⅳ）

2 褐色士（Ⅵ＞Ⅱ＋Ⅲ＞Ⅳ）

3 黄褐色土（Ⅵ＞Ⅶ）

HP-3の土居

1 黒褐色土（Ⅱ＋Ⅲ＞Ⅳ）

2 褐色士（Ⅵ＞Ⅱ＋Ⅲ）

HP－3

-a'0Em"! _2

圃 3黄褐色土（Ⅵ＞Ⅶ）
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Ⅲ遺構と遺物
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遺物

出土した遺物はⅦ群土器が3点、砥石1点、鉄片1点のほか礫が231点の計236点である。 1は口縁

部の破片でハの字状の刻線が刻まれる。カマド付近と北側のHF-4の床面出土のものが接合した。

2は西側の壁付近から出土した底部破片で、割れ面が摩滅している。 3は東カマド付近から出土した

砥石。角柱状で四面使用している。 4 ． 5は支脚に使用された角柱状の礫。半分ほど被熱しており、

床面に埋めて使用したものであろう。特に火を受けた部分は脆くなっており、 こちら側が焚口を向い

ていたと考えられる。 4が東カマド、 5が西カマド出土のものである。礫は231点のうち、棒状礫と判

断したものは113点で、そのうち欠損などがなく計測できたものは86点である。住居の東壁と西壁に

まとまりがあり、東壁のものは長さ5cm以下、重さ10g以下の小さく細長いものが中心である。

フローテーション作業で、東カマドからサケ科、 カタクチイワシ、 イワシ？の、西カマドからキツ

ネ指趾、ネズミ尾椎、サケ科、サケ歯、イワシ腹椎などの骨片が出土している。

時期

出土した遺物から擦文時代後期後半頃と考えられる。 （村田大）

H-7 (図Ⅲ－9～12、図版6～9)

位置M-66 ･ 67， N-66～68, 0-66～68

規模5.40×5. 14/3.46×3.20/0. 34

調査

平成5(1993)年度の竪穴分布調査において竪穴N0.39とされているものである。発掘前の現状におい

ても、N-66 ･ 67グリッド付近で周囲に盛り上がりを有する長方形の落ち込みとして確認できた。長

軸及び短軸方向に直交するトレンチを設定し、掘り下げた結果、竪穴住居跡であることが判明した。

遣存状況は良好で、竪穴の周囲では掘揚げ土が検出された。

掘揚げ土

南東部は調査区外に広がっているが、竪穴を全周すると考えられる。平面形は楕円形を呈すると考

えられる。厚さは全体的に薄く、最も厚い場所で約20cI1を測る。色調は黒色ないし黒褐色で、 Ⅱ層土

を主体とし、 Ⅲ．Ⅳ居士を粒子状にわずかに含む。掘揚げ土自体は竪穴内部には認められない。

覆土

竪穴部分が埋まりきっていないため、壁際に比べて中央付近の覆土は浅くなっている。壁際の三角

堆積の部分は覆土が比較的厚く約20cmを測るが、 中央付近の最も薄い部分では5cmに満たない。全体

的にⅡ層土が主体で、わずかにⅣ居士を含む。

形態

南東側が一部調査区外に広がるが、平面形は隅丸の長方形を呈する。床面はほぼ平坦である。壁の

立ち上がりは全体的に緩やかである。壁は覆土が黒色士主体であるため、検出が困難だった。掘り込

み面はⅡ層上面である。床面は全体的に軟弱で、 Ⅲ層下部～Ⅳ層上面にかけて作られている。

付属遺構

床面中央よりやや西側で、炉が検出された。平面形は不整の円形である。炉はよく焼けていて、炉

の直上及び周辺からは炭化物、骨片が検出された。ピットは7基確認された。その内6基は住居の西

側で検出され、HP-7'のみ住居の東側に位置する。HP-1 ･ 2はやや大きく、掘り込みも比較的

しっかりしている。HP-3～7は柱穴の可能性があるが、明確な並び等は確認できなかった。

I8
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Ⅲ遺構と遺物

遣物

Ⅶ群土器、礫、炭化物等が508点出土している。覆土出土の遺物が多く、床面出土の遺物は少ない。

分布は、土器のまとまりや集石を除くと散漫である。Ⅶ群土器は225点出士していて、ほとんどが小破

片である。竪穴南西部の覆土～床面にかけて、土器のややまとまった出土状況が認められ、接合の結

果、深鉢の胴部～底部を復元できた(図Ⅲ-11,図Ⅲ－12-1)｡礫は264点と出土点数が最も多い。接

合関係は竪穴内の中央付近から東側で、やや距離の離れたものの接合関係が認められた。集石は2カ

所検出された。集石lは竪穴中央部の覆土から床面直上にかけて、ややまとまって検出された。棒状

礫は長さ5～9cm､幅2～5cm、厚さl～3cm、重量20～1009位のものが多い。集石2は竪穴西部の

覆土中においてややまとまって面的に検出された。棒状礫は長さ6～8cm、幅3～4cm、厚さ2～3

cH1、重量30～809のものが多い（図Ⅲ 12) ｡

l～7はⅦ群土器。 4は床面出土、 lは覆土と床面出土の破片が接合している。 3 ． 7は掘揚げ土

上面出土、他は覆土出土である。 1は唯一復元できた深鉢で口縁部～胴上半部を欠く。剥がれが多

く、文様は上部で横及び縦の沈線がわずかに観察される。器面調整は全体的に丁寧である。 2 ． 3は

口縁部。 2は刺突列が横環する。 3は無文である。 4～6は胴部。いずれも小片で4は竹管状工具に

よる刺突が、 5 ． 6は沈線が施されている。 7は底部。底面は剥がれている。器壁は厚く、外面には

縦位のミガキが施されている。

なお、HF-1上面及び周辺の土壌のサンプリングを行い、 フローテーションによる微細遺物の検

出を行なったところ、 アカザ属の未炭化種子1粒とサケ科の魚骨が検出された。

時期床面及び覆土の遣物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田良成）

H-8 (図Ⅲ-13～18、図版10～13)

位置 1-65～67, J-64～67,K-64～67, L-64～67,M-64～66

規模6.70×6. 00/4. 50×4. 20/0．66

調査

平成5(1993)年度の竪穴分布調査において竪穴N0.34とされているものである。発掘前の現状におい

ても、K-65グリッド付近で周囲に盛り上がりを有する長方形の落ち込みとして確認できた。長軸及

び短軸方向に直交するトレンチを設定し、掘り下げた結果、竪穴住居跡であることが判明した。遣存

状況は良好で、竪穴の周囲では掘揚げ土が検出された。

掘揚げ土

平面形はやや不整の隅丸方形で、竪穴を全周する。全体的に厚く、最も深い場所では約40cmを測る。

色調は黒色ないし黒褐色土で、南東部では部分的に竪穴内に入りこんでいる。

覆土

竪穴部分が埋まりきってないため、壁際に比べて中央付近の覆土は浅い。壁際の三角堆積の部分

は、覆土が比較的厚く約50cm、 中央付近の最も薄い部分では約6Cmを測る。覆土はⅡ層土主体で、Ⅳ

層土を若干含む。 2～4層の壁際の三角堆積はⅢ層が主体で壁の崩落土と考えられる。

形態

平面形は長方形で、床面はほぼ平坦である。壁は急角度で立ち上がる。掘り込み面はⅡ層上面で、

床面はⅥ層上面に作られている。

付属遺構

炉は床面中央よりやや南東側で検出された。平面形は不整の楕円形で、掘り込みは認められない。

叩‘》

‘』
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炉の焼土はよく焼けていて、炉の直上及び周辺では、炭化物及び骨片が検出された。ピットは住居中

央の東側よりで1基検出された。小型で掘り込みは浅いが、壁際に近い場所にあるため、柱穴の可能

性もある。

炭化材出土状況

竪穴の南側の床面から炭化材がややまとまって検出され、南東部では部分的に焼土を伴っていた。

炭化材の方向に特に規則性は認められない。他にも炭化物の広がりが住居跡西側で2カ所認められ

た。

遺物

Ⅶ群土器砥石、礫、有孔礫が915点出土している。覆土からは遺物の出土が少なく、床面付近出土

の遺物が多い。集石を含めた礫の点数が909点と遺物のほとんどを占める。礫は集石のものが非常に

多い。土器は床面直上から、小片が2点のみ出土している。有孔礫は3点出土しており、全点図示し

た。分布は集石以外、特に片寄りはみられず、散漫な傾向にある。接合関係は近接したもの以外では、

集石2の礫と竪穴北東出土の礫が接合している。集石lは床面南東側で検出され、約lnlの範囲に礫

が密集している。面的に広がっていて、 レベル差はあまりない。棒状礫は、長さ3～5cm、幅2～4

cm､厚さ6～llcm，重量70～1509位のものが多い。集石2は竪穴西壁付近床面よりやや浮いた状態で

検出され、約0.8mの範囲で礫が検出された。壁際の礫は床面から大きく浮いて、壁に張り付いたよう

な状態で検出され、竪穴の内側にいくにつれて低くなる。上と下の礫ではレベルの差が約30clnあり、

竪穴廃棄後に外から流れ込んだ状態が想定される。長さは3～5cin、幅l～4c肌厚さは5～9cll、

重量は40～1409位のものが多い。

なお、 HF-1上面及び周辺の土壌のサンプリングを行い、 フローテーションによる微細遺物の検

出を行なったところ、炭化種子ではオオムギ1片、 シソ属7粒、キイチゴ属2粒が検出された。獣骨

では熊の手根骨？もしくは側骨？と海獣の舟状骨及び尾椎体、魚骨ではサケ科、 イワナ？が検出され

た。

1は砥石。覆土出土で、扁平な礫の両面を使用している。使用面は平滑で、細かい擦痕が認められ

る。下部は欠損している。 2～4は有孔礫で全て覆土出土である。いずれも部分的に欠損していて、

孔は自然の作用で開いたものと考えられる。 4は大形で、孔は円錐状に開いている。

時期床面出土の遺物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田）
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図| | I-18 H-8棒状礫グラフ

H－9 （図Ⅲ-19～21、図版14～16)

位置M-59･60， N-58～60

規模3．66×3. 08／3. 5×2. 94/0. 62

調査

平成5(1993)年度の竪穴分布調査において竪穴N0.31とされているものである。発掘前の現状におい

ても、 N-59 ･ 60グリッド付近で長方形の落ち込みとして確認できた。落ち込みの最も深い部分を基

準にして、直交する十字の土居観察用ベルトを設定し、掘り下げを行なった。遣存状況は良好で、竪

穴の周囲では掘揚げ土が検出された。

掘揚げ土

南東部は調査範囲外に広がっているため全体の形状は不明だが、現状の平面形は竪穴住居を取り囲

む、逆「．」の字状を呈する。竪穴の西側部分では検出されなかったが、掘揚げ土自体の検出が困難

だったため西側部分にも広がっている可能性はある。掘揚げ土の層厚は2～4cll程度と薄く、 Ⅱ層を

主体とする黒色の土層のため、検出は困難だった。掘揚げ土は竪穴の壁際から約60～80CII1離れて検出

された。
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Ⅲ遺構と遺物
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穂香竪穴群

覆土

竪穴部分が埋まりきってないため、壁際に比べて中央付近の覆土は浅くなっている。壁付近の三角

堆積の部分は、覆土が比較的厚く約30cmで、 中央付近の最も薄い部分では約6cmを測る。土層はⅡ層

が主体で、 Ⅲ層が混ざり、Ⅳ層を少量含む。

形態

平面形は南西部が調査範囲外に広がっているが、方形を呈すると考えられる。床面は中央付近がや

や浅く窪んでいる。壁はいずれも急角度に立ち上がる。掘り込み面はⅡ層上面で、床面は火山灰層で

あるⅣ層中位に作られている。

付属遺構

カマド、炉は調査した範囲では検出できなかった。今回調査した竪穴住居で、炉が検出されなかっ

た住居はH－9のみである。ビットは5基検出された。いずれも住居西側部分で検出されている。西

壁のHP-3～5は、壁から斜め下に掘り込みを有するピットで、形状と並びから壁柱穴と考えられ

る。壁柱穴の間隔は約1. 5mである。今回の調査で壁柱穴が検出された住居はH 9のみだが、平成

6年度に根室市教育委員が調査した2号住居杜北西壁でも4基検出されている。

炭化材出土状況炭化材は検出されなかったが、床面南西隅壁際で薄い炭化物の集中が検出され

た。

遺物

Ⅶ群土器砥石、礫が151点出土している。覆土からの遺物の出土は少なく、床面付近出土の遺物が

多い。Ⅶ群土器は92点で、床面西側からややまとまって出土しており、接合の結果胴～底部にかけて

l個体復元できた（図Ⅲ 20，図Ⅲ 21-1) 。分布の全体的な傾向は、あまり片寄りはみられず、

散漫である。集石は北壁際の床面で検出された。棒状礫は小形のものが多く、長さは1～4cm、幅は

l～2C11、厚さは2CIll以下、重さ10g以下のものが多い（図Ⅲ-21) 。集石以外の礫では大形のもの

がやや多く認められた。また床面からやや浮いた状態で、炭化した木製品が出土したが、取上げの時

点で破損した（図Ⅲ-20） 。

lは床面出土の深鉢である。 口縁～胴上半部を欠き、文様等は認められない。器面は全体的に磨耗

していて、底部はわずかに張り出し不安定である。 2は床面出土の砥石。握り拳大の礫の平坦面を使

用している。使用面はわずかにくぼみ、滑らかでよく使い込まれている。

時期床面出土の遺物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田）

H-10 (図Ⅲ 22～26、図版17～20)

位置M-61～63, N 61～63， ○－61～63

規模4. 14×4. 00/3. 56×3.38/0. 64

調査

平成5(1993)年度の竪穴分布調査において竪穴N0.35とされているものである。発掘前の現状におい

ても、N-62グリッド付近で方形の落ち込みとして確認できた。落ち込みの最も深い部分を基準にし

て、対角線状に十字の土層観察用ベルトを設定し、掘り下げを行なった。掘り下げを行なったところ、

覆土中から炭化物が、床面直上及び床面で炭化材の広がりが検出され、焼失住居であると判断した。

全体的に遣存状況は良好で、竪穴の周囲では掘揚げ土が検出された。

掘揚げ土

南東部は調査範囲外に広がっているため全体の形状は不明だが、平面形は楕円形を呈し、竪穴を全

~
~
~
~
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Ⅲ遺構と遺物

周していると考えられる。土居の色調は黒色で、 Ⅱ層土を主体とし、わずかにⅣ層土を含む。幅は3. 5

~4m程度である。厚さは約2Cm程度と極めて薄く、黒色の土層のため、検出は困難だった。

覆土

竪穴部分が埋まりきってないため、壁際に比べて中央付近の覆土は浅くなっている。壁付近の三角

堆積の部分は、覆土が約40cmと比較的厚く、 中央付近の最も薄い部分では約12cmを測る。他の住居跡

と比較するとやや深い。覆土はⅡ層土が主体で、 Ⅲ層が混じり、Ⅳ層を少量含む。覆土2 ． 5層はや

や厚く、炭化物を含むため住居の葺士であった可能性がある。

形態

平面形は南西部が調査範囲外に広がっているため不明だが、ほぼ正方形を呈すると考えられる。床

面はほぼ平坦である。壁は急角度に立ち上がる。掘り込み面はⅡ層上面で、床面はⅣ層中位に作られ

ている。

付属遺構

炉は床面ほぼ中央に作られている。形状は円形に近い不整形で、掘り込みは認められない。炉はよ

く焼けており、 l層及びその上面からは炭化物、骨片が検出された。ピットは1基検出された。平面

形は不整の楕円を呈する。性格は不明である。

炭化材出土状況本竪穴は焼失住居で、床面ほぼ全体から炭化材が検出された（図Ⅲ-25） 。炭化

材は大きなものは少なく、小片が多い。分布としては、竪穴の四隅に近い部分と、 中央付近にややま

とまりが認められた。方向等に特に規則性などは認められなかった。焼土は覆土中～下位にかけて散

見されたが、床面では、炉以外にはほとんど認められなかった。

炭化材は図化後、遣存状況の良いものに関してサンプルを採取し、北海道浅井学園大学教授三野紀

雄氏に樹種同定作業を依頼した。その結果、 コナラ属コナラ亜属コナラ節材が21点、ハンノキ属材が

16点、 クワ属材が1点、モミ属材4点、樹種不明が11点であった（第V章2篇参照） 。なお近隣の比

較資料としては穂香竪穴群に近接した時期と考えられる西月ケ岡遺跡例がある。昭和38 (1963)年度

調査の第7号竪穴における樹種同定では、ヤチダモが多く、わずかにトドマツ、 ミズナラ、 クリがあ

るという結果が出ており、昭和57 (1982)年度調査の1号住居跡における樹種|司定では、イチイ科イ

チイ属、マツ科モミ属、マツ科トウヒ属、モクレン科モクレン属、 カバノキ科アサダ属という結果が

出ている。

這物

Ⅶ群土器剥片、礫鉄製品が590点出土している。内訳では礫が561点と最も多い。覆土より床面

出土のものが多く、床面の出土分布は中央付近が少なく、周辺部が多いというドーナツ状の分布を示

す。接合関係はあまり認められなかったが、床面出土のⅦ群土器片が接合し、復元土器が2個体得ら

れた（図Ⅲ－26－1 ． 2） 。鉄製品は小片で錆による劣化が著しいため、図示していない。集石は床

面で4ヶ所検出された（図Ⅲ-24） 。集石1 ･ 3は比較的狭い範囲に礫が密に集まっている。点数は

集石1が最も多い。集石の棒状礫は、長さが6～9cll1、幅が3～6cm、厚さが2～4cInと集石1～4

においてほぼ同様の傾向を示すが、重量は集石1 ．4が60～2009位と幅があるのに対し、集石2 ･ 3

は60～1209位と比較的幅が狭い。なお、HF 1上面及び周辺の土壌のサンプリングを行い、フロー

テーションによる微細遺物の検出を行なったところ、 ウグイの魚骨が検出された。

1～5はⅦ群土器。 1は底部付近を欠損している深鉢。 口縁部は横に短刻線が施され、胴上半部に

は3本1組の縦位と斜位の沈線により文様が描き出されている。内外面共に黒色で文様部以外はへう

ミガキが施されている。また、補修孔が1カ所認められる。 2は口縁～胴上半部を復元できた深鉢
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Ⅲ遺構と遺物

で、 4本一組の斜位の沈線により文様が描き出されている。また、 口唇部は面取りが施されている。

3は口縁部～胴部片。 3は横位に、幅が広く浅い沈線が施され、胴部には斜位の沈線により、文様が

描き出されている。 4は口縁部で、 2と|司一個体。 5は胴部で、縦位及び斜位の沈線が施され、下部

は横位の沈線で区画されている。

時期床面出土の遣物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田）

H-11 (図27～32、図版21～23)

位置G 62～64, H 62～64， 1-62 ･ 63

規模7．46×7.44／6. 83×6.83/0.8m

調査

牧草地の地表面で浅い円形の凹みを確認できた。南北に直行する土層観察用ベルトを設定し、 トレ

ンチ調査を行い、平坦な面と明瞭な立ち上がりが認められたので、住居跡と判断した。耕作土の下に

は牧草地造成の際の埋土とゴミが廃棄された撹乱層があったため、 これらを除去し、 旧表土層を露出

させた状態から精査を行ったが、覆土上層の遺構は確認されなかった。カマドと炉周辺の土壌をサン

プリングし、 フローテーション作業を行っている。

掘揚げ土

耕作がⅢ層と一部Ⅳ層上面にまで及んでおり明瞭な範囲は確認できなかったが、南側の排根線の盛

土下に掘揚げ土が残存していた。また、竪穴周辺の耕作土中にⅣ層、Ⅵ層に由来する黄褐色士が見ら

れることから、竪穴を取り巻くように掘揚げ土が存在していたと考えられる。

覆土

Ⅱ ．Ⅲ層の黒色土が主体である。中央付近では堆積が薄く、 旧表土層からの層厚は15cm程である。

壁付近では掘揚げ土の流入土とⅣ層を主体とする壁の崩落土が互層を成して堆積している。特にⅣ層

の火山灰層は崩れやすく壁付近の覆土の主体を成している。南西側の壁付近にはカマドに使用された

と思われる灰白色粘土が堆積していた。

形態

平面形はほぼ方形を呈する。床はおおむね平坦でⅥ層中に掘り込まれているが、地形の傾斜に沿っ

て北東側に緩やかに傾斜している。壁の立ち上がりは明瞭である。

付属遺構

南側中央のやや東よりに灰白色粘土を用いた造り付けのカマドがある。凝灰岩製の板状礫を袖石に

用いている。遣存状況は東から西への圧力によって潰されたような状態で、袖石はすべて西側に倒れ

ている。焚口は掘り込みがなく、煙道は約45度の角度で斜めに掘られ、灰白色粘土で作られている。

焼土には炭化物、骨片が含まれる。焼土の下のⅥ層は被熱し、赤化している。

床面に炉が3ヶ所確認された。中央部のHF-1は掘り込みのない地床炉である。HF-2 ． 3は

若干の掘り込みを持ち、北側2本の主柱穴と住居中央にある炉を結んだ線上に位置している。

柱穴は主柱穴と思われるものが4基検出された。また、壁際に11個の小ピットが検出された。壁の

崩落を防ぐための土留め板を固定した杭跡と考えられる。先端はいずれも尖る。

遺物

出土した遺物はⅦ群土器が4点、玉類が66点、鉄片2点のほか、礫が259点の計330点である。 lは大

形の深鉢形土器。 口縁部は緩やかに外反する。文様は口唇部に1条の横走沈線を挟んでハの字状の短

刻文が施され、頚部に5～7条の沈線で鋸歯状文と横走沈線で構成される。器面調整は外面の胴部が

〃
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物
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穂香竪穴群

縦位のミガキ、内部は口縁部が横位、胴部以下は縦位のミガキとなっている。底面に木葉痕がある｡遣

構からの出土は底部付近の4点のみ、 ほかは隣接する1-64区の撹乱からの出土であり、大半が遺構

外に廃棄されたものと考えられる。 2 ． 3は鉄製品。鍬先片と思われるもので、 カマド付近の覆土の

やや上層から出土した。 4は凝灰質砂岩製の砥石でカマドとHF-1の中間から出土した。 5～57は

HP-4と壁の間の床面直上から出土した玉類である。一部は数珠状に連になっていた。 5～47はガ

ラス製玉、 48はヒスイの勾玉、 49は有孔の自然礫50～57は銅製品である。詳細はⅥ章で述べる。礫

は259点のうち、棒状礫と判断したものは163点で、そのうち欠損などがなく計測できたものは99点で

ある。大きさは長さが6～l0cmのものが大半である。HP-2付近の集石lとしたものは床面から若

干浮いており、柱か梁に掛けられていたものが、上屋の崩落とともに落下したものと考えられる。

フローテーション作業で、南西の壁付近からタデ科の炭化種子が1点出土している。また、 カマド

およびHFから骨片が少量出土しているが、微小片ため同定はできなかった。

時期

出土した遺物から擦文時代後期後半頃と考えられる。 （村田）

口

H-12 (図33～36、図版24)

位置 J-58･ 59， K-58･ 59

規模5． 55×4.08/5. 19×3.75/0. 35m

調査

地表面で方形の凹みを確認できた。直行する土居観察用のベルトを設定し、四分割で掘り進めたと

ころ平坦な面と明瞭な立ち上がりが認められたため、住居跡と判断した。

掘揚げ土

竪穴の周囲は削平を受けていたため、全体の分布状況は把握できなかったが、北東側と南西側でⅣ

層を主体とする掘揚げ土が確認できた。

覆土

Ⅱ．Ⅲ層の黒色土が主体である。壁付近ではⅣ層の掘揚げ土の流入が見られた。

形態

平面形は長方形を呈する。床はおおむね平坦でⅣ層の火山灰中に掘り込まれている。壁の立ち上が

りは明瞭である。

付属遺構

中央やや南側で小ピット1基を検出した。炉、柱穴は確認できなかった。

遺物

出土した遺物はⅦ群土器が1点、礫が161点の計162点である。 lは小形の鉢形土器。底部のみが遺

構の西側床面からの出土で、 ほかは隣接するJ-57～59区から出土したものと接合した。 3～4条の

沈線で、鋸歯状文と横走する沈線で文様が構成される。内外面ともミガキ調整が施されている。礫は

出土した161点の全てが棒状礫である。そのうち欠損などがなく計測できたものは85点である。大き

さは比較的まとまりがあり、長さが5～9cm程のものが大半である。

時期

出土した遺物から擦文時代後期後半頃と考えられる。 （村田）
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物
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穂香竪穴群
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H-13 (図37～46、 図版25～28)

位置F-56 ･ 57， G-55～57, H-56･57

規模5． 76×5. 6/5. 19×5. 1/0.89m

調査

地表面で方形の凹みを確認できた。直行する土層観察用ベルトを設定し、 トレンチ調査を行い、平

坦な面と明瞭な立ち上がりが認められたので、住居跡と判断した。現地表面の下にゴミなどが廃棄さ

れた撹乱層があったため、 これらを除去し、 旧表土層を露出させた段階から遺構の調査を開始した。

覆土の上層には遺構は確認されなかった。カマドと炉付近の土壌をサンプリングし、 フローテーショ

ン作業を行っている。

掘揚げ土

上部は削平を受けてⅡ層上面でわずかに見られる程度であるが、竪穴を取り囲むように掘揚げ土が

分布している様子が確認できた。

覆土

Ⅱ ．Ⅲ層の黒色土が主体である。中央付近では堆積が薄く、 旧表土層からの層厚は20cm程度であ

る。壁付近では掘揚げ土の流入土とⅣ層を主体とする壁の崩落土が互層を成して堆積している。特に

Ⅳ層の火山灰層は崩れやすく壁付近の覆土の主体を成している。南側の壁付近にはカマドに使用され

たと思われる灰白色粘土が堆積していた。

形態

平面形はほぼ方形を呈する。床はおおむね平坦でⅥ層中に掘り込まれている。壁の立ち上がりは明

瞭である。

付属遺構

南東側の壁やや北よりに灰白色粘土を用いた造り付けのカマドがある。凝灰岩製の板状礫を袖石に

用いている。遣存状況は北から南への圧力によって潰されたような状態である。焚口は掘り込みがな

く、煙道は約45度の角度で斜めに掘られ、灰白色粘土で作られている。カマドの南側で被熱した角柱

状の礫が出土しており、支脚として使われたものと思われる。カマドで使用されたと考えられる土器

が、 l個体つぶれた状態で出土した。焼土には炭化物と骨片が見られた。焼土下のⅥ層は被熱してい

ｎ
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Ⅲ遺構と遺物
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穗香竪穴群
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H－13の土層

I 表土層、笹根

I '撹乱層

1 黒褐色士（7. 5YR2/3) I+m>1，

2黒色土(7. 5YR2/1) n+m

3 暗褐色土(7. 5YR3/4)m>n+1V

4黒褐色土(7. 5YR2/2)m

5 褐色土(7. 5YR4/3) IV

6 暗褐色土(7. 5YR3/4) 1V>n+m

7 暗褐色土（7. 5YR3/4) m>n+Iv

8 黒褐色士(7. 5YR3/2)N>n+m

9黒褐色土(7. 5YR3/l) n+m>Iv

10黒褐色士(7. 5YR2/2) n+m>W
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3黒褐色土（灰白色粘土十Ⅱ＋Ⅲ）

4暗褐色土(IV+V>灰白色粘土）
5 灰白色粘土（＞炭化物）

6 暗褐色土（灰白色粘土＞炭化物十Ⅱ＋Ⅲ）

7 暗褐色土（Ⅱ＋Ⅲ＋Ⅳ＞炭化物）

8 赤褐色土焼土（＞炭化物十骨片）

9 赤褐色土焼土（被熱したⅥ）
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Ⅲ遺構と遺物

HP-2の土層

1 黒褐色士（Ⅱ＋Ⅲ＞Ⅳ）
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図Ⅲ－40 H-13掘揚げ土

る。カマドの南側には浅い掘り込みを持つ小ピットがあり、貯蔵穴と考えられる。

床面には炉が3ヶ所確認された。いずれも炭化物と骨片を含む。中央部のHF-1は掘り込みのな

い地床炉である。HF-2･ 3は若干の掘り込みを持ち、北側2本の主柱穴と住居中央にある炉を結

んだ線上に位置している。

柱穴は主柱穴と思われるものが4基検出された。他のカマドを持つ形態の住居に比べ、柱穴は壁よ

りに位置している。また、壁際に約1～1. 5mの間隔で、小ピットが9個検出された。壁の崩落を防ぐ

ための土留め板を固定した杭跡と考えられる。先端はいずれも尖る。

這物

出士した遺物はⅦ群土器が147点、鉄片3点、有孔礫1点のほか礫が849点の計1,000点である。 lは

カマドから出土した大形の深鉢形土器。 口縁部が緩やかに外反する。文様は口唇部に2条の短刻文が

戸〃】

00



Ⅲ遺構と遺物
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図Ⅲ－41 H-13掘揚げ土の土層

施され、頚部は3～5条の沈線で鋸歯状文と横走沈線で構成される。器面調整は外面の胴部が縦位の

ミガキ、内部は口縁部が横位、胴部以下は縦位のミガキとなっている。 2は西側と南側の壁付近から

出土したものが接合した。 口唇部に1条の横走する沈線を持つほかは、 lと同様の文様構成である。

3は凝灰岩製の有孔礫。表裏に磨り痕が見られる。 4は支脚に使用された角柱状の礫。半分ほど被熱

しており床面に埋めて使用したものであろう。礫は849点のうち、棒状礫と判断したものは407点で、

そのうち欠損などがなく計測できたものは333点である。出土状況から集石1～5に分けて計測を行

ったが、 まとまりごとに差異は認められず、長さが6～9cmのものが大半である。集石2は床面か

ら若干浮いており、柱か梁に掛けられていたものが、上屋の崩落とともに落下したものと考えられる。

集石5は積石状に重なって出土した。 これらの一部にタール状の付着物が認められたので、 当センタ

ーの蛍光X線分析装置で成分分析を行った。その結果付着物の主たる成分は、鉄とマンガンで、地下

水または雨水の浸透水による沈着物と考えられる｡なお､分析は第1調査部第1調査課の花岡が行った。

フローテーション作業で、住居中央のHF-1からアワ2点、キビ3点、タデ科4点の炭化種子が出

土している。また、 カマドからキツネの指骨、 中手骨、 中足骨、サケ科、ニシン科などが、 HF-1

からサケ科、ニシン科、カサゴ類の骨片などが出土している。

房
１
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物

時期

出土した遺物から擦文時代後期後半頃と考えられる。 (村田）

H－14 （図Ⅲ 47～53、 図版29～34）

位置F-52 ･ 53， G 52･ 53，H 52･ 53

規模6． 28×6. 16/5. 96×5.80/0. 78

調査

平成5(1993)年度の竪穴分布調査において竪穴N0.34とされているものである。発掘前の現状におい

ても、 G･H-52グリッド付近で周囲に盛り上がりを有する方形の落ち込みとして確認できた。長軸

及び短軸方向に直交するトレンチを設定し、掘り下げた結果竪穴住居跡であることが判明した。遣

存状況は良好で、竪穴の周囲では掘揚げ土が検出された。ただし、竪穴内外では部分的に撹乱が認め

られた。

掘揚げ土

平面形は不整の方形に近く、竪穴を全周している。また、北東～南西方向に、浅い溝状の撹乱が入

っている。土層はⅡ層の黒色土が主体で、他にⅢ層土、Ⅳ居士を主体とした土居も認められる。掘揚

げ土の幅は約5～6mで、層厚は、東西方向では最大厚約20cm、南北方向では最大厚約15cmを測る。

覆土

竪穴部分が埋まりきってないため、壁際に比べて中央付近の覆土は浅くなっている。表土を除く

と、最も覆土が厚い壁付近で約30cm， 中央付近の最も薄い部分では約6clllを測る。覆土の色調は全て

黒褐色で、 Ⅲ層土が主体で、 Ⅱ層土、Ⅳ層土が少量混ざる土層である。

形態

平面形はl辺6mのやや隅が丸みを帯びた正方形状を呈する。撹乱は、竪穴内ではHF-1の北西

側等3カ所ある。床面は平坦だが、壁付近でわずかに高くなる。壁はほぼ垂直に立ち上がる。掘り込

み面はⅡ層上面で、床面はⅥ層中に作られている。

付属遺構

カマドは南東壁中央よりやや東側に構築されている。遣存状況は比較的良好で、 カマドの構築に使

われた灰白色粘土及び礫が検出された。灰白色粘土は燃焼部とその周辺、及び煙道を覆っていて、厚

さは5cm前後を測る。粘土内及び直上からは、袖石もしくは天井石と考えられる板状の礫が検出され

た。煙道～燃焼部にかけて検出された大形の板状礫は出土位置から考えて天井石と考えられる。煙道

は長さが短く約0.7m、幅は約0.5mである。煙道の長軸方向は竪穴の長軸方向とほぼ一致し、底面は

燃焼部に向かって緩やかに傾く。壁はいずれも垂直に近い角度で立ち上がる。燃焼部にはほぼ円形の

よく焼けた焼土が検出された。中央付近がごく浅く窪んでいるが、人為的な掘り込みかどうかは不明

である。焼土の直上からは炭化物粒が多く検出されている。

炉は3カ所で、床面ほぼ中央に1カ所(HF-1) 、北西側にある2本の柱穴の中よりの場所に1

カ所ずつ(HF-2･ 3)確認された。平面形はいずれも不整の円形で、HF-2 ･ 3は浅い掘り込

みを有する。HF-1はよく焼けていて、直上及び周辺からは微小な炭化物・骨片が検出された。H

F-2 ･ 3は焼土粒が多く、焼土の面的な広がりは確認できなかったが、焼土混じりの土からは微小

な炭化物及び骨片が検出された。

ピットは14基検出された。配置は、壁際と壁から約1rn内側に来るものに分けられる。規模は、壁

際のピットは幅l0cll前後、深さ20cnl前後の小形のものが多く、壁からやや離れているピットは幅30cm
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前後、深さ45cln前後の大形のものが多い。配置及び規模からHP-1～3は主柱穴と考えられる。本

来主柱穴は4本あったと考えられるが、東側の柱穴があったと想定される場所が、深いピット状の撹

乱によって壊されているため検出できなかった。なお、 HP 4は掘り込みが浅い点から、主柱穴で

はないと思われる。壁際のピットは配置・壁溝の存在から、士止めの板用の杭である可能性が高い。

また、 HP-14の性格は不明だが、 ピットの規模や覆土下位から検出された小規模な貝の集積から考

えていわゆる「隅穴」の可能性がある。
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Ⅲ遺構と遺物

壁溝は西壁北側で確認された。途中で途切れる部分があり、検出できた部分での全体の長さは約2. 5

m、幅約8cm、深さ約6cmを測る。また、南西壁際～西隅にかけて灰白色粘土及び炭化物粒の集中す

る範囲が検出された。灰白色粘土は、肉眼観察においてはカマドの構築材の粘土と同質と考えられ

る。炭化物粒の集中範囲は床面東側でも検出されており、 こちらには小さな焼土が伴っている。

炭化材出土状況

床面東側において2カ所、カマドの燃焼部からやや大形の炭化物が検出された。カマド燃焼部のも

のは燃料材と考えられるが、床面東側の炭化材は性格が不明である。また、東側から出ている炭化材

のうち1点は端に穴が開いており、木製品の可能性がある（図版34－4） 。

遺物

Ⅶ群土器砥石、礫、有孔礫、鉄製品、貝等が244点出土している。全体的に遺物は少ないが、出土

遺物の中ではⅦ群土器が最も多く、竪穴内と竪穴外の掘揚げ土上面から122点出土している。また、カ

マド付近と竪穴南壁付近でややまとまって出土しており、接合の結果土器が2個体復元できた（図Ⅲ

－52，図Ⅲ－53-1 ･ 2) 。遺物の分布は覆土、床面共に全体的に散漫な傾向にある。接合関係は上

記の土器以外ではやや離れた礫2点が接合しているのみである。また、HP-14の脇の床面から大形

の礫と貝が検出された。礫はカマドの構築材に使われているものと同じ石材である。付近からはカマ

ドの構築材と同一の灰白色粘土も検出されているため、カマドの補修用と考えられる。鉄製品は表土

から出ているため、現代のものと考えられる。

なお、 カマド及びHF-1～3上面及び周辺の土壌のサンプリングを行い、 フローテーシヨンによ

る微細遣物の検出を行なったところ、カマドからサケ科の魚骨、 カサゴ類歯、 HF-1からニワトコ

属の炭化種子1粒、 HF-2から烏の基節骨、 カマド煙道からナス科の炭化種子1粒が検出された。

1 ･ 2はⅦ群土器の深鉢。 1は無文で口縁端部が短く外反する。 口縁上端を除き粗いミガキが施さ

れており、 ミガキ残した部分には縦位のハケメが認められる。 口縁部に補修孔が6個ある。 2は口縁

部と胴部の境で屈曲し、 口縁は短く立ち上がる。胴下半部は大きくすぼまり、底部はやや張り出す。

口縁部には、浅く広い沈線が横位に2本施され、沈線間には横位の短刻線が羽状に3段施されている。

胴上半部は縦位の沈線を地の文様として、 4本1組の沈線によって連続した菱形が描き出されてい

る。文様帯の下部は横位の沈線によって区画されている。また、 口縁部には補修孔が2個認められ

る。 3は砥石で覆土出土の1点とI層出土の3点が接合した。下部を欠損する。 4面を使用してお

り、使い込んだ結果、内側が低くなっている。使用面は非常に滑らかで、 肉眼では明瞭な擦痕はほと

んど認められない。 4は有孔礫。礫の平坦面の一端に自然の作用によると考えられる円形の孔がみら

れる。

時期床面出土の遺物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田）

H-15 (図Ⅲ-54～56、図版35～37)

位置L-53･ 54，M-53･54

規模 3． 50×3.34／3. 24×3. 14/0.72

調査

平成5(1993)年度の竪穴分布調査において竪穴No.28とされているものである。発掘前の現状におい

ても、 G･H 52グリッド付近で方形の落ち込みとして確認できた。本竪穴住居跡は南東側に下る緩

やかな斜面に立地する。長軸及び短軸方向に直交するトレンチを設定し、掘り下げた結果竪

であることが判明した。遣存状況は良好であるが、掘揚げ士は検出できなかった。ただし、

穴住居跡

掘揚げ土
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Ⅲ遺構と遺物

がⅡ層土主体であった場合、掘揚げ土を認識できなかった可能性もある。

覆土

竪穴部分が埋まりきってないため、壁際に比べて中央付近の覆土は浅くなっている。表土を除け

ば、覆土が最も厚い壁付近で約40clll、 中央付近の最も薄い部分では約5cmを測る。覆土の色調は黒色

ないし黒褐色で、 Ⅱ層士が主体で、 Ⅲ層土、Ⅳ層土が少量混ざる土層である。

形態

平面形はほぼ正方形を呈する。床はほぼ平坦だが、南東側はやや傾き、低くなっている。壁はいず

れも垂直に近い角度で立ち上がるが、北西壁は比較的緩やかである。掘り込み面はⅡ層上面で、床面

はⅣ層下位～V層上位に作られている。

付属遺構

炉が床面中央よりやや北東側に作られている。掘り込みのない地床炉である。よく焼けており、焼

土直上及び周辺からは炭化物、骨片が少量検出された。また、焼土直上からは燃料材と考えられる炭

化材が検出された（図Ⅲ 54） 。

遺物

礫が321点、有孔礫が2点出土しており、土器は出土していない。遺物はほとんどのものが床面から

出土していて、そのほとんどが集石の礫である。集石は床面で4ケ所検出されている。集石1は比較

的密に礫が分布していたが、集石2 ． 3はややまばらである。集石4は他の集石と異なり、直径lcn]

以下の小形の礫で構成されている。集石1 ． 3の棒状礫は、長さ6～1Ocm、幅3～6cm、厚さ1～4

Cmで重量は60～1609位のものが多い。集石2の棒状礫は長さ4～10cn1、幅2～5cm、厚さl～4cm、

重量10～1109位のものが多い。

なお、HF-1上面及び周辺の土壌のサンプリングを行い、 フローテーションによる微細遺物の検

出を行なったところ、炭化種子ではキビ1粒、未炭化種子ではアカザ属1粒が検出された。

時期遺構の形態、周辺包含層の出土遺物から擦文時代後期後半の可能性がある。 （広田）

H-16 (図Ⅲ-57～59、図版39 ･40)

位置K-51 ･ 52、 L-51 ･ 52

規模3． 52×3.42／3.04×2. 98／0． 52

調査

平成5(1993)年度の竪穴分布調査において竪穴N0.27とされているものである。発掘前の現状におい

ても、 L 52グリッド付近で方形の落ち込みとして確認できた。本竪穴住居跡は南東側に下る緩やか

な斜面に立地する。長軸及び短軸方向に直交するトレンチを設定し、掘り下げた結果竪穴住居跡で

あることが判明した。遣存状況は良好であるが、掘揚げ土は検出できなかった。ただし、掘揚げ土が

Ⅱ層土主体であった場合、掘揚げ士を認識できなかった可能性もある。

覆土

竪穴部分が埋まりきってないため、壁際に比べて中央付近の覆土は浅くなっている。表土を除く

と、覆土が最も厚い壁付近で約40cm、 中央付近の最も薄い部分では約6cmを測る。覆土の色調は黒色

ないし黒褐色で、 Ⅱ居士が主体で、 Ⅲ居士、Ⅳ居士が少量混ざる土居である。

形態

平面形はほぼ正方形を呈する。床はほぼ平坦である。壁はいずれも垂直に近い角度で立ち上がる。

掘り込み面はⅡ層上面で、床面はⅢ層下位～V層上位に作られている。
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Ⅲ遺構と遺物

付属遺構

炉が床面ほぼ中央に作られている。掘り込みのない地床炉である。焼け方は弱く、焼土直上及び周

辺からは炭化物、骨片が少量検出された。ピットは1基、南隅で検出された。平面形は不整の円形で、

性格は不明である。

遺物

Ⅶ群土器が10点、礫が100点、鉄製品が2点出土している。覆土からの出土は少なく、床面出土が多

い。分布は竪穴の中央付近は少なく、壁寄りの部分から出土する傾向にある。復元土器は竪穴北西側

の床面から小形の鉢がl個体出土している （図Ⅲ-58） 。また、覆土からマレックが出土している

（図Ⅲ－59－3） 。集石は4ケ所検出されている。全体的に礫の数は少なく、散漫な出土状況を示

す。棒状礫は、集石lは長さ5～9cm、 ｜幅3～5Cm、厚さ1～4Cm、重量30～1509位にまとまってい

て、全体的に幅がある。集石2の棒状礫は長さ2～6cm、 ｜幅l～3cln、厚さ1cln以下～2clll、重量10

g以下～409位にまとまっている。集石3の棒状礫は長さ2～4cm、幅l～3cm、厚さl～3cm、重

量10g以下～209位にまとまっている。集石4は長さ5～9cnl、幅2～5cIn、厚さl～2cm、重量40

~809位にまとまっている。

1 ･ 2はⅦ群土器。 lは床面出土の小形の鉢で、無文である。底面はヘラナデ調整されている。 2

は覆土出土の口縁～胴部。胴部には斜位の沈線による文様が描かれ、 口縁部には補修孔が2個認めら

れる。 3は覆土出土のマレック。基部を欠損する。

時期床面出土の遺物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田）

H-17 (図60～63、図版41 ･42)

位置H-80･81， 1 80 ． 81

規模4．8×4.49／4.07×3"77/0. 59m

調査

牧草地の地表面で浅い円形の凹みを確認した。直行する土居観察用ベルトを設定し、四分割で掘り

進め、平坦な面と明瞭な立ち上がりが認められたので、住居跡と判断した。上層には耕作地利用に由

来する撹乱層があったため、 これらを除去し、 旧表土層を露出させた状態から精査を行った。炉周辺

の土壌をサンプリングし、 フローテーション作業を行っている。

掘揚げ土

耕作がⅢ層中に及んでおり、明瞭な範囲は確認できなかったが、覆土にⅣ層由来の黄褐色土が見ら

れることから、竪穴の周囲に掘揚げ土が存在していたと考えられる。

覆土

Ⅱ．Ⅲ層の黒色土が主体で、壁付近では掘揚げ土の流入土と崩落したⅣ層の火山灰層が多く見られ

る。中央付近では堆積が薄く、 旧表土層からの層厚は15cmほどである。

形態

平面形は長方形を呈する。床面は平坦でV層またはⅥ層上面に掘り込まれている。壁の立ち上がり

は明瞭である。

付属這構

中央付近に炉が1ヶ所確認された。掘り込みのない地床炉で、炭化物と骨片を含んでいる。柱穴は

主柱穴と思われるものが4基検出されたほか、北側の壁付近で杭状の小柱穴が2本並んで検出され

た。また、壁の4分の3程に周溝が巡っている。
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Ⅲ遺構と遺物
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穂香竪穴群

遺物

出土した遺物はⅦ群土器が134点、一部未炭化の木片が1点のほか、礫が108点の計243点である。 1

は北西側の壁付近でまとまって出土した。 口唇部に2列の刺突が施され、頚部は沈線による斜格子目

文を横走する沈線で区画している。器面調整は外面の胴部が縦位のミガキ、内部は口縁部が横位、胴

部以下は縦位のミガキとなっている。 2は無文の深鉢形土器。西から南側の壁付近から出土したもの

が接合した。 lよりも若干上層の覆土から出土した。 3は西側の壁付近から出土した土器片で3条の

短刻文が施されている。 4～7は東側の壁付近からの出土である。 4は小さな刺突文が施される。 5

～7は胴部破片で6 ． 7は同一個体の可能性がある。礫は108点のうち、棒状礫と判断したものは52

点で、そのうち欠損などがなく計測できたものは30点である。南東側の角にまとまりが見られた。

フローテーション作業で、HF-1からタデ科の炭化種子が3点とキツネ指骨、ネズミ尾椎、サケ

科の骨片などが出土している。

時期

出土した遺物から、擦文時代後期後半頃と考えられる。 （村田）

H-18 (図64． 65、図版44)

位置C-81、 D 81 ･ 82

規模一×－／－×－/0. 83m

調査

北側の調査区外に円形の凹みが確認できた。 I層の耕作土を除去した段階のⅣ層上面で、黒色土の

落ち込みが見られ、凹みの一部が調査区内に及んでいることが判明した。調査区の境を土層観察用ベ

ルトとして掘り進め、灰白色粘土と明瞭な立ち上がりが認められたので、住居跡と判断した。

掘揚げ土

耕作による削平を受けていたため、確認できなかったが、耕作土中にⅣ層由来の黄褐色土が確認で

きた。周辺の耕作がⅣ層まで及んでいないことから、竪穴の周りに掘揚げ土が存在した可能性が高い

と思われる。

覆土

Ⅱ．Ⅲ層の黒色土が主体であるが、調査範囲が竪穴の壁際のみのため、掘揚げ土の流入土と壁面のⅢ

～Ⅵ層が崩落した堆積も見られる。

形態

全体を調査していないので不明であるが、他のカマドを持つ住居の例からほぼ方形を呈すると思わ

れる。床はおおむね平坦でⅥ層中に掘り込まれており、壁の立ち上がりは明瞭である。

付属遺構

南東側に灰白色粘土を用いた造り付けのカマドがある。凝灰岩製の板状礫を袖石に用いている。遣

存状況は北から南への圧力によって潰されたような状態で、袖石はすべて南側に倒れている。焚口は

掘り込みがなく、煙道は約45度の角度で斜めに掘られ、灰白色粘土で作られている。焼土には炭化物、

骨片が含まれる。南側の壁付近に灰白色粘土の堆積があり、 この中からカマドか煙道の内壁部分と思

われる、赤色硬化した粘土塊が出土した。 この粘土の堆積はカマドか煙道の修理もしくは廃用行為に

由来するものと考えられる。

遺物

出土した遺物はⅦ群土器が1点、鉄製の刀子が1点のほか、礫が13点の計15点である。 lは南側の灰
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Ⅲ遺構と遺物
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0
一

ふざ這這 ‘ フ胃
4－－ｺ上 0一

1－ﾉ72

2

0 5cm

可

図Ⅲ-65 H-18遺物

白色粘土堆積の下から出土した。 口唇部に短刻文とナラ

状の文様が施されている。 2は鉄製の刀子。

フローテーション作業で、 カマドからキツネ指趾、 ＝

時期

出土した遺物から擦文時代後期後半頃と考えられる。

した。 口唇部に短刻文とナデによる幅1cmほどの凹線が引かズ

2は鉄製の刀子。

カマドからキツネ指趾、 イワシなどの骨片が出土している。

Cmほどの凹線が引かれ、 斜格子目

(村田）
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Ⅲ遺構と遺物

（2）焼土

F-1 (図Ⅲ-66、図版45)

位置M 77 規模0.83×0. 3/0. 14

調査Ⅱ層調査中に焼土のまとまりを確認した。まとまりは二箇所見られる。 この焼土の周辺に

は竪穴住居跡や柱穴は見られないが付近の包含層中から擦文土器の出土が見られた。

形態楕円形を呈する。

時期検出層位及び周辺包含層出土の遺物から擦文時代後期後半と考えられる。 （越田）

F-2 (図Ⅲ-66、図版45)

位置M-77 規模0.45×0.4/0. l

調査Ⅱ層調査中に焼土のまとまりを確認した。残存状況の良い状態でまとまっていた。 この焼

土の周辺には竪穴住居跡や柱穴は見られないが、付近の包含層中から擦文土器の出土が見られた。

形態焼土の平面形態はほぼ楕円形を呈する。

時期検出層位及び周辺包含層出土の遺物から擦文時代後期後半と考えられる。 （越田）

F-3 (図Ⅲ-66、図版45)

位置M-55･ 56 規模0. 58×0.42/0.08

調査Ⅱ層調査中に赤褐色の焼土粒を含んだ暗褐色士のまとまりを確認した。半裁した結果、焼

土であることが判明した。

形態平面形は不整の長円形である。焼土粒が混ざる程度で全体的に焼け方は弱く、投げ込まれ

た焼土である可能性が高い。

時期検出層位及び周辺包含層の出土の遣物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田）

F-4 (図Ⅲ-66、図版45)

位置N-57 規模0. 55×0. 29/0.06

調査Ⅱ層調査中に赤褐色の焼土粒を含んだ暗褐色土のまとまりを確認した。半裁した結果、焼

土であることが判明した。

形態平面形は不整の楕円形である。比較的よく焼けている焼土で、下部の焼け方はやや漸移的

である。

時期検出層位及び周辺包含層の出土の遺物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田）

（3）集石

S-1 (図Ⅲ-66、図版45)

位置L･M 59･ 60 規模5. 60×4. 20

調査Ⅱ層調査中に礫のまとまりを検出した。遺構の存在を考え、 トレンチ調査を行ったが、落

ち込み等は検出できなかった。礫の出土状況等は竪穴住居跡から検出される集石と比較的似てい

る。ただし、集石より分布密度は散漫な傾向が認められる。

遺物礫が168点出土している。接合関係は9例認められた。棒状礫の長さは2～9cm、幅l～

6cm、厚さ1～5c]11、重量200グラム以下位にまとまっている。

時期周辺の遺構包含層出土の遺物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田）
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2縄文時代

（ 1 ）土擴

JP-1 (図Ⅲ-68、図版46)

位置K 49･ 50

規模2． 76×2. 09/2. 21×1. 51/0.6m

調査

地表面で浅い凹みが確認できた。直行する土層観察用のベルトを設定し、 トレンチ調査を行った。

当初、擦文時代の竪穴を想定して調査したが、土居断面からはⅡ層が連続して堆積していること、明

瞭な立ち上がりが認められないこと、掘り込み面がⅢ層上面であることなどから、縄文時代の土壌と

判断した。

覆土

Ⅲ層を主体とする自然堆積である。遣構の西側に確認できる竪穴上の凹み（仮称H-19、未調査）

の掘揚げ土がⅡ層の下位に堆積している。

形態

平面形は楕円形を呈する。曠底面は皿状で、最下部はⅥ層まで掘り込まれる。

遺物

出土していない。

時期・性格

遣構の掘り込み面から縄文時代のものと考えられる。周辺からは縄文時代後期初頭の土器が出土し

ている。性格は不明。 （村田）

JP-2 (図Ⅲ 68、図版46)

位置K-49

規模2． 57×1. 96/2. 03×1. 13/0. 57m

調査

JP lの調査で設定したトレンチを南側へ延長したところ、Ⅳ層の火山灰層を切る遺構を確認し

た。土居断面からJP-1と同様の様相が確認できたので、縄文時代の士曠と判|断した。

覆土

JP-1とほぼ同様である。

形態

平面形は楕円形を呈する。擴底面は皿状で、最下部はv層上面まで掘り込まれる。

遺物

出土していない。

時期

遺構の掘り込み面から縄文時代のものと考えらオ

かつた。性格は不明。

lる。 JP-1との時間差をとらえることはできな

（村田）
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7 明褐色土(10YR5/6)W>m
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IV包含層の遺物

第Ⅳ章包含層の遺物

1 土器（図Ⅳ－1～6、図版49～53）

今回の調査では包含層からⅣ群Ⅶ群土器が2,240点出土している。内訳はⅦ群土器が616点、Ⅳ群
土器が1,624点でⅦ群土器が主体である。

Ⅷ群土器は擦文時代の土器群であるが、時期的には擦文時代後期後半のものと考えられ、ほぼ竪穴
住居跡と同時期のものと考えられる。Ⅳ群土器は縄文時代の土器群で、縄文時代後期の北筒Ⅲ式土器
に該当する。包含層出土の土器全体の平面的な分布は調査区南西側が多く、その中でも南側の斜面に
近い部分からの出土量が多い。層位別の分布ではほとんどの土器がⅡ層から出土していて、 Ⅲ層出土
の土器は58点のみである。ただし、調査区南側の斜面では、土層の二次的な堆積により、 Ⅲ群土器が
Ⅱ層からも出土しており、 これらは本来的にはⅢ層に属すると考えられる。土器分類別の分布では、
Ⅶ群土器は竪穴住居跡近辺からの出土していて、その中でも第二穂香川に向かう斜面部側が多い傾向
にある。特にH-10とH-15の間に多く見られる。Ⅳ群土器は調査区南部隅からのみ出土していて、
動物意匠付土器を含めた復元土器3個体は斜面の肩の部分からまとまった状態で検出された（図Ⅳ－
6，図版45－6） 。次年度以降の調査区側に分布が続いているため、次年度以降の調査で、Ⅳ群土器
及びそれに伴う遺構が検出される可能性がある。

1～24はⅦ群土器。擦文時代後期後半の土器群で、全て深鉢である。 1 ･ 2は復元できた土器であ
る。 1は底部を欠損している。 口縁部中位で内側に屈曲し、ほぼ垂直に立ち上がる。胴部中位から底
部にかけて大きくすぼまる器形である。文様は口縁部に1条の隆起帯が設けられ、その下に短刻線
と、刺突列が横位に施されている。胴部の文様帯は、縦位の沈線を地の文様とし、 4～6本単位の斜
位の沈線で連続した山形の文様を描き出している。文様帯下部は2～4本の横位の沈線で区画されて
いる。調整は全体的に丁寧で、 口唇部は横位のミガキが施されている。外面は口縁部～文様帯部分ま
では横ナデで、胴下半部は縦位のミガキが施されている。内面の口縁部～胴上半部は横位のミガキ、
胴下半部は縦位のミガキが施されている。 ミガキは丁寧で、稜はやや不明瞭である。また、内面は全
体的に煤の付着が認められ、 口縁部には補修孔が5個施されている。色調は全体的に黒褐色で、部分
的に二次焼成と考えられる赤褐色の部位が認められる。 2は胴下半部～底部を欠く。 口縁部は胴部か
ら緩やかに外反する。文様帯の上下は横位の小さな刺突列2列で区画され、その間には2本単位の縦
及び斜位の沈線により、連続する矢印状の文様が描きだされている。調整は、口唇部は横位のミガキ、
外面の口縁部～文様帯にかけては横ナデ、文様帯より下は縦位のハケメの後、縦位のミガキが施され
ている。ハケメはほとんどミガキで消されている。内面は、 口縁部は横位のミガキ、胴部は縦位のミ

ガキにより調整されている。色調は全体的に黄色味の強い褐色で、他のⅦ群土器に比して明るい印象
を受ける。胎土は砂粒を含み、焼成は良好である。

3 ．4は図上で復元した土器である。 3は7と同一個体である。 口縁部はやや内側に屈曲し、垂直
に近い角度で立ち上がる。胴部は大きくすぼまる器形である。文様は、 口縁部はやや長めの短刻線が
横位に施され、胴部は3～4本単位の斜位の沈線が山形に施されている。文様帯下部は3本の横位の
沈線で区画されている。調整は口縁の屈曲部より上は横位のミガキが施され、それより下は横ナデ調
整である。内面の上部は横位のミガキで、下部は縦位のミガキが施されている。 4は、 口縁部が外反
し、胴部が下位に向かって大きくすぼまる器形である。文様は、 口縁部の横環する隆起帯に沿って、

７
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穗香竪穴群

2列の刺突列が施されている。胴部は3～5本単位の斜位の沈線によって、逆三角形状の文様が描き
出されている。ただし、三角形が台形状になっている部分もある。また、斜位の沈線に沿って口縁部
のものと同じ施文具による刺突が施されている。調整は外面の口縁～胴部文様帯の部分は横ナデで、
その下は縦位のミガキである。内面は、 口縁部～胴上半部は横位のミガキ、胴下半部は縦位のミガキ
が施されている。

5は口縁部の隆起帯に斜位の刺突列が横環し、胴部文様帯には斜位の沈線を地の文様として、 3～
5本単位の交差する沈線で文様を描いている。文様帯下部は3本の横位の沈線で区画されている。 10
は口縁部に鋸歯状の沈線が施されている。胴部は上部を横位の沈線で区画し、区画内は縦位と斜位の
沈線で文様が描かれている。また、内面には煤が付着している。 6～9 ･ 11 ･ 12は口縁部である。い
ずれも低い隆起帯が作り出され、隆起帯上もしくは隆起帯の上下に短刻線が施されている。 6 ． 7は
短刻線が2段施され、 8 ． 9は1段施されている。 l1は2段の刺突列が施されている。 12は無文で、
口唇部直下に隆起帯が作り出されている。また、補修孔が1個施されている。

13～22は胴部である。 13は縦横の沈線と、竹管状工具による円形の小さな刺突が施されている。 14
は刺突列を伴う菱形の文様が描かれ、下部は横位の沈線で区画されている。 15は短刻線の下部に、斜
位の集合沈線の組み合わせにより三角形の文様を作り出し、下部は横位の沈線で区画されている。ま
た裏面は剥がれている。 16～18は同一個体で、斜位の沈線を地の文様とし、交差する3～5本単位の
沈線で文様を描いている。下部は2本の横位の沈線で区画されている。 19･20は斜位の沈線で山形の
文様が描き出され、下部は横位の沈線で区画されている。 21は斜位の沈線、 22は縦位の沈線が施され、
どちらも下部は横位の沈線で区画されている。

23 ． 24は底部。 どちらも胴下半部から大きくすぼまり、底部が張り出す器形である。底面はミガキ
が施されている。 23の底面はやや凹凸があり、 24は上げ底気味である。

1～5はⅣ群土器。 l～3は復元土器で、 いずれも底部を欠損する。 lは縦位の貼り付け上に動物

意匠の突起が付けられた土器である。 4個の突起上にいずれも内側を向いた状態でつけられている。

4個それぞれ若干の違いがあるが、 目・鼻・口・耳と考えられるものが作り出されている。 目の表現
は、 2個は細い棒状工具の刺突により、 2個は竹管状の工具の刺突により作り出されている。土器の

器形は円筒状で、 に|縁部には肥厚帯を有する。肥厚帯上には縦位の貼り付けが4個つけられ、その上
には竹管状工具による刺突列が施されている。 口唇部にはRLRの斜縄文が施されている。肥厚帯直
下には磨消帯が設けられ、刺突列が横環する。その下には羽状縄文が施される。 3段目のみ単節で他
は複節である。内面は横ナデ調整されている。胎土には若干繊維を含む。焼成は良好だが、胴下半部
は二次焼成のためか、赤化しもろくなっている。 2は円筒形で、 口縁部は肥厚帯を有し、縦位の貼り

付けが4個つけられ、貼り付け上には縄の押圧が施されている。また肥厚帯下部と、直下には竹管状
工具による刺突列が2列横環している。肥厚帯上にはRLRの斜縄文、胴部には複節斜縄文の組み合
わせによる羽状縄文が施されている。胎土には繊維を少量含み、焼成は良好である。 3は器面の剥が

れが著しく、器形は胴部がやや膨らむ。 口縁部に縦位の貼り付けが現存で3個認められるが、欠損部

分にも1個あったと考えられる。縦位の貼り付けには縄の押圧が施される。 口縁と胴部の間に磨消帯
が設けられ、その部分に棒状工具による刺突が施されている。 口唇部、 口縁～胴部にはRLRの斜縄
文が施されている。焼成は良好だが、二次焼成のためか、全体的に赤化している。内面は横ナデ調整
されている。 4は胴部片。 LRの斜縄文が施されている。 5は底部。わずかに上げ底である。
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Ⅳ包含層の遺物

2 石器等（図IV-7～10，図版53～58)

包含層から出土した遺物は炭化物等を含め2,225点である。 95％が礫で、器種ごとの割合で1%を

超えるものはない。剥片石器は調査区の西側からの出土が大半を占め、縄文時代の所産と思われる。

J-78区の石斧はV層から出土した唯一の遺物で、縄文時代早期のものである。

lは二等辺三角形の石雛でI層出土のもの。 2～7は黒曜石製の石槍。 7は片面加工のものであ

る。 8は黒曜石製の石錐。 9～10は黒曜石製のスクレイパーで、 9は両面加工で箆状を呈する。 12は

石核で原石面が残る。 13は粘板岩製の磨製石斧でV層出土のもの。 14は緑色泥岩製。 15は凝灰岩製の

砥石で、 4面に使用痕が見られる。 16は砥石。材質は珪化木と思われるが、断定はできない。 17は珪

岩製の台石。使用部が被熱して赤化しているため、鉄床石に使用した可能性がある。 18～20は凝灰岩

製の有孔礫。 21は1-49区から出土した凝灰岩製の砥石。西側の次年度以降の調査区で地表から確認

できる竪穴（仮称H-19)の掘揚げ土からの出土である。棒状礫と判断した礫のうち、欠損などがな

く計測できたものは210点である。大きさは長さが5～9cmのものが大半を占める。なお、石材の

肉眼鑑定は第1調査部第1調査課の花岡が行った。

3 金属製品（図版56）

金属製品はH-llの玉類と供に出土したものを除き、遺構・包含層のもの合わせて12点出土した。

全て鉄製品であった。Ⅲ章で掲載したものも含め、 ここで一括して説明する。X線撮影と保存処理を

第1調査部第1調査課の田口が行った。

lはH 6の床面から出土したもので、用途は不明。 2はX線撮影写真から鎖状のものと判断でき

る。 3は刀子片。 4 ． 5は鍬先片でカマド付近の覆土のやや上層から出土した。 6はパイプ状のもの

で､用途は不明。 7はH-16から出土したマレック。 8もH-16からの出土で、刀子の切先と思われ

る。 9はH 18から出土した刀子。中子部分は土圧で湾曲している。 10は板状のもの。 I層からの出

土で、新しい時代のものである可能性がある。

（村田）
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V 自然科学的分析等

第V章自然科学的分析等

1 放射性炭素年代測定結果
株式会社地球科学研究所

報告内容の説明

14C年代"measuredradiocarbonage"

試料の14C/12C比から､単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代。
半減期はリピーの5568年を用いた。

/4Cage(j'BRノ

補正14C年代'"conventional radiocarbonage

試料の炭素安定同位体比( 13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り

14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で､算出した年代。

試料の 13C値を-25(%o)に標準化することによって得られる年代値である。

暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

続正74Cagge

(j'BPノ

｡, '3c(be'777" 試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。

この安定同位体比は､下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(%･）

で表現する。

( 13C/12C)[試料]-( 13C/12C)[標準］ × 1000613C(%･)=
(13C/12C)[標準］

ここで、 13C/12C[標準]=0.0112372である。

暦年汁 ： 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により、暦年代を

算出する。 具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの測定､サンゴのU-Th年代と

14C年代の比較により、補正曲線を作成し､暦年代を算出する。最新のデータベース（

′' INTCAL98RadiocarbonAgeCalibration'′ Stuiveretal,1998,Radiocarbon40(3))

により約19000yBPまでの換算が可能となった｡＊

*但し､ 10000yBP以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性が高いので､補正前のデータの保管を推奨します。

′'Thecalendarcalibrationswerecalcuiatedusingthenewestcal ibrationdataaspublished inRadiocarbon,Vol.40,
No.3, 1998usingthecubicsplinefitmathematicsaspublishedbyTalmaandVogel,Radiocarbon,Vol､35,No.2, pg
317-322, 1993:ASimpl ifiedApproachtoCal ibratingC14Dates. ResuitsarereportedbothascalBCandcaIBP.
NotethatcalibrationforsamplesbeyondaboutlO,000years issti l l verysubjective. Thecalibrationdatabeyond
about l3,000yearsisa′'bestfit''compi lationofmodeleddataand,althoughan improvementontheaccuracyofthe
radiocarbondate,shouldbeconsidered il lustrative. lt isvery l ikelythatcalibrationdatabeyondlO,000yearswil l
change inthefuture. Becauseofthis, it isveryimportanttoquotetheoriginalBPdatesandthesereferences in
yourpublicationssothatfuturerefinementscanbeappliedtoyourresults.'′

漉定方法なと弧ご閏するデータ

測定方法 AMS : 加速器質量分析

Radiometric : 液体シンチレーシヨンカウンタによるβ－線計数法

処理･調製｡その他 ： 試料の前処理､調製などの情報

前処理_ acid-alkali-acid :酸一アルカリー酸洗浄

acidwashes :酸洗浄

acidetch : 酸によるエッチング

none ：未処理

調製､その他

Bulk-LowCarbonMaterial : 低濃度有機物処理

BoneCollagenExtraction : 骨､歯などのコラーゲン抽出

Cel luloseExtraction : 木材のセルローズ抽出

ExtendedCounting : Radiometricによる測定の際､測定時間を延長する

BETAANALYTICINC.

4985SW74Court,Miami 'FI , U.S.A33155

分析機関
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備考

フローテーション採集試料

焼失住居、樹種同定分析No.15
焼失住居､樹種同定分析No.9

フローテーシヨン採集試料

フローテーション採集試料
床面出土土器に付着､復元No.ig5
フローテーシヨン採集試料

床面出土土器に付着、復元No.jglO
フローテーション採集試料

フローテーシヨン採集試料

床直出土土器に付着、復元No.ig2

試料データ C14年代(yBP)

(MeasuredC14age)

613C(permil) 補正C14年代(yBP)
(ConventionalC14age)

~ ~ ~ ~ ~ ~Beta- 163()12 940＋40~ -25．7 930＋4(）~

試料名( 19302)

測定方法、期間

試料種、前処理など

HNO－l

AMS-Standard

charredmaterial acid/alkali/acid

~~~~~

Beta- 163013 940＋40~ －25．8 930＋40~

試料名( 19303) HNO-2

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

930＋40~Beta- 163014 900＋40~ －23．0

試料名( 19304) HNO-3

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~ ~ ~ ~~~~~~~~~~

Beta- 163015 910＋40~ -27．0 880＋40~

試料名( 19305) HNO-4

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など charredmaterial acid/aⅡぐ詞.li/acid

~

Beta- 163016 940＋40~ －25．4 930＋40~

試料名( 19306) HNO-5

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など charredmaterial acid/alkali/acid
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補正C14年代(yBP)

(ConventionalC14age)

試料データ C14年代(yBP)

(MeasuredC14age)

613C(permil)

~~~~~

Beta- 163017 890十40~ －25．9 880＋40~

試料名( 19307) HNO-6

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 163018 920±4(） -27.1 890±40

試料名( 19308) HNO-7

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~~~

Beta- 163019 1020＋4(）~ －28．1 970±40

試料名( 19309) HNO-8

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~

Beta- 163020 900＋40~ －21．8 950＋40
－

試料名( 19310) HNO-9

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~~

Beta- 163021 128(） ＋40~ －23．1 1310+40~

試料名( 19311) HNO-10

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など cha'Tedmaterial acid/alkali/acid

Beta- 163022 1180+40~ -23．9 1200+40~

試料名( 19312) HNO-ll

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~ ~~ ~

~~~~~~

Beta- 163023 960＋40~ －24．8 960±40

試料名( 19313) HNO-12

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~
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~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~~~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~試料データ

~~

C14年代(yBP)

(MeasuredC14age)

613C(permil) 補正C14年代(yBP)
(ConventionaiC14age)

~~~~~~~ ~ ~~

Beta- 163024 1350+40~ -21.5 1410+40~

試料名( 19314) HNO-13

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など fbodresidue acidwashes

Beta- 163023

~~~~ ~ ~ ~~~~~~

~~~~~

930＋40~ －25．2 930＋40~

試料名( 19313) HNO-14

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など chal･redmaterial acid/alkali/acid

Beta- 163026 95(）＋40~ －27．4 910+40~

試料名( 19316) HNO-15

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 163027 920＋40~ －26．6 890±40

試料名( 19317) HNO-16

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 163028 1260＋40~ －16．6 1400±40

試料名( 19318) HNO-17

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など ibodresidue acidwashes

~

~ ~~~~ ~－24．9 ~~~~~~~~~~~~~~~97(） ＋40~
｜

~
Beta- 163029 970＋－ 40~

試料名( 19319) HNO-18

測定方法、期間 AMS-Standard

試料種、前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~ ~ ~

〃0



V 自然科学的分析等

2 竪穴住居後から出土した炭化材の樹種同定

三野紀雄（北海道浅井学園大学）

根室市穂香竪穴群の擦文文化後期後半の竪穴住居跡から出土した住居材料について、樹種の同定を

行った。

1．試料

試料は第10号住居跡第14号住居跡、第16号住居跡、第18号住居跡のそれぞれから出土した住居の

構造材と思われる炭化した木材である。樹種同定を行った試料点数は第10号住居跡が59点、第14号住

居跡が2点、第16号住居跡と第18号住居跡がそれぞれ1点である。なお、住居構造部材のそれぞれ一

部材から一片の炭化材を採取し検鏡試料とした。

2．方法

走査電子顕微鏡(JEOLJSM-5400)を用いて木材組織を観察し樹種同定を行った。その手順は、まず

充分に乾燥した試料を3片に分割し、安全剃刀で表面を調整して試料台にドータイトD-550で接着し、

オート ・ファイン・コーダー(JEOLJFC-1600)で金蒸着した後に、加速電圧15kvの下で観察した。

3．樹種同定の結果

第10号住居跡から採取した炭化材の樹種同定結果は、第2表に示したとおり、 コナラ属コナラ亜属

コナラ節材が21点、ハンノキ属材が16点、ヤナギ属材が6点、 クワ属材が1点、モミ属材4点、樹種

不明が11点である。第3表に示したとおり、第14号住居跡からの2点及び第18号住居跡からの炭化材

1点はともにコナラ属コナラ亜属コナラ節材、第16号住居跡からの炭化材1点はモミ属材である。

＜樹種同定の根拠＞

コナラ属コナラ亜属コナラ節Q"e'c"s sp. :環孔材、孔圏部の幅が広くlないし数列、孔圏外で急に

導管の大きさを減じる、孔圏部の大導管は円形あるいは楕円形で大体単独。孔圏外の小導管は単独あ

るいは2～3個集まって半径方向に火災状に配列する。大導管、小導管ともに単穿孔。放射組織は同

性、単列、 また典型的な広放射組織をもつ。

ハンノキ属“""s sp. :散孔材、導管はほぼ平等に分布する、 2～3個が半径方向に連なって放射複

合環孔を呈する。導管は階段穿孔。小型で円形の対列壁孔が見られる。放射組織は同性で単列、 また

集合放射組織がみられる。今回の検鏡試料は小さいために、集合放射組織があるものとないものとが

みられる。

ヤナギ属sαﾉなsp. :散孔材、導管は小型で散在状に分布する。年輪の最内部に導管が断続的にある

いはかなり長く円弧状に連なって配列している。導管の形は円形からやや多角形、単穿孔。放射組織

は単列で異性。

クワ属Mひ,"s sp. :環孔材、孔圏では3～4列に配列する。孔圏外では孔圏に近いところでは孔圏

導管よりやや直径が小さいが、晩材に近づくにつれて大きさを減じ、多角形の小導管が群状に集合す

る。導管の周囲には柔細胞が取り囲み翼状を示す。大導管、小導管ともに単穿孔。放射組織は多列。

モミ属46ies sp. :早材から晩材への移行は緩やか、晩材の幅は狭い。傷害樹脂導をもつものもある。

放射組織は1列。放射柔細胞の壁は厚く、じゆず状を呈する。分野壁孔スギ型で、一分野にl～4個。

〃I
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4．考察

擦文文化の竪穴住居建造に用いられる樹木の違いを地域的にみると、次のとおり北海道では大きく

4地域に区分されるう~ ’") 。主としてトネリコ属材を用いる日本海沿岸地域、 コナラ節材を用いる太平

洋沿岸地域、針葉樹材あるいはコナラ属コナラ亜属コナラ節材を用いるオホーツク海沿岸地域であ

る。渡島半島地域については擦文文化に関しては今のところ調査例が少なく不明である。 この地域の

これまでに調査された住居はトネリコ属材を多用した一例のみである（函館市鶴野2遺跡、未公

表） 。なお、渡島半島東側地域の特異性としては、縄文文化中期から晩期にかけてにクリ材が選択的
に多用されることである。

穂香竪穴群では、住居の建造に主にコナラ節材（ミズナラあるいはカシワ）を用いる一方、ハンノ

キ属材（ハンノキあるいはケヤマハンノキなど） 、ヤナギ属（ヤナギ類） 、 クワ属材（ヤマグワ） 、

モミ属材（トドマツ）なども混用している。オホーツク海沿岸の他地域では、擦文文化の時期、住居

の材料には主としてコナラ節材あるいは針葉樹材の何れかを選択的に多用する例が多い'“) 。すなわ

ち、住居建造にあたって用いる木にある種の「こだわり」がみられる。 しかし、本遣跡においては、

沖積地あるいは丘陵地に生育する樹木を雑多に用いている。 このことは、狭い地域に西月ケ岡遣跡、

穂香3竪穴群、幌茂尻竪穴群幌茂尻ポントマリ竪穴群など大きな遺跡が密集しているために樹木が

各種用途のために頻繁に伐採されることで、近隣の森林資源が枯渇し、選択的に樹木を用いるのが難

しい状況にあったのかもしれない。 しかし、その正否は、今のところ当時の沖積地あるいは丘陵地の

植生が不明なので、定かでない。

文献

l 三野紀雄1980 「炭化した木質遺物の樹種同定」 『枝幸町ホロナイポ遣跡』枝幸町教育委員会編

2 三野紀雄1983 「炭化した木質遺物の樹種同定」 『枝幸町ウエンナイ遺跡』枝幸町教育委員会編

3 山田悟郎・三野紀雄・椿坂恭代1990 「佐呂間町佐呂間I遺跡第1地点から採取した栽培植物と

炭化材」 『佐呂間町佐呂間I遺跡･HS-05遺跡』佐呂間町教育委員会編

4パリノ・サーヴェイ 1995 「栄浦第二遺跡及び第一遺跡における過去の木材利用」 『常呂町栄

浦第二遣跡・第一遺跡』常呂町教育委員会編

5三野紀雄2000a 「先史時代における木材利用(3) 」 『北海道開拓記念館研究紀要第28号』北海

道開拓記念館編

6三野紀雄2000b 「先史時代における木材利用一針葉樹材について－」 『 「北の文化交流史研究

事業」研究報告』北海道開拓記念館編

7三野紀雄2001 「先史時代における木材利用クリ材について－」 『北海道開拓記念館研究紀

要第29号』北海道開拓記念館編
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木口面 板目面

4 ：コナラ属コナラ亜属コナラ節Q"e,℃"ssp. 試料取り上げNO.100092

5 ：クワ属MoJwssp. 試料取り上げN0.100145

図版2 炭化材の木材組織
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V 自然科学的分析等

3穗香竪穴群出土の黒曜石製石器の原材産地分析

藁科哲男（京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法により黒曜石およびサヌカイト製遺物の

石材産地推定を行なっている1, 2, 3) 。 石材移動を証明するには必要条件と-|一分条件を満たす必要

がある。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原

石の組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれ

ば、 '一分条件を満たし、ただ一カ所の一致する露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。

遺物の産地分析では『石器とある産地の原石が一致したからと言っても、他の産地にも一致する可能

性があるために、一致した産地のものと言い切れないが、 しかし一致しなかった場合そこの産地のも

のでないと言い切れる』が大原則である。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に

重要な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなど

の人手が加わった調合素材があり一致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、

一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な結果で

ある。石器の様式による分類ではなく、 自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類で

は、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地方との交流を示

す土器が出土しているなどを-|一分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播

した石器原材であっても、遺跡近くの似た組成の原石産地の石材と思いこみ誤判定する可能性があ

る。人が移動させた石器の元素組成とA産地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地

と出土遺跡の間に地質的関連性がないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証

明できず、その石器原材がA産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が

一致したことが、直ちに考古学の資料とならない、確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定で

きなくなったが、 B、 C， Dの産地でないとの証拠がないために、 A産地だと言い切れない。 B産地

と一致しなかった場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはB産地

と交流がなかったと言い切れる。 ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地(A、

B、 C， D･ ･ ･ ･ )の原石群と比較して、 A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として

証明すれば、石器がA産地の原石と決定することができる。 この十分条件を肉眼観察で求めることは

分類基準が混乱し不可能であると思われる。また、 自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別で

きるかは、それぞれが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分

からない。産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかによ

り、比較した産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成

は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有される微量成分組成には異|司があると

考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、 これを産地を特定する指標とした。分類の指

標とする元素組成を遺物について求め、 あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めて

おいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合

（マハラノビスの距離）を求める。次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採

取した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産

地全体の無限に近い個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテリングのT2乗検定を行う。 この

リブ今
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~検定を全ての産地について行い、 ある石器原材と同じ成分組成の原石はA産地では10個中に一個みら

れ、 B産地では一万個中に一個、 C産地では百万個中に一個、 D産地では・ ・ ・ ・一個と各産地毎に

もとめられるような、客観的な検定結果からA産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち

多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。今回分析を行なった

試料は、根室市に位置する穂香竪穴出土黒曜石製石器15個で、産地分析の結果が得られたので報告す

る。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギ分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr， Nbの各元

素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それでもって

産地を特定する指標とした。黒曜石は、 Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr， Rb/Zr、 Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの比

量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸東関東、 中信高原、伊豆箱根伊豆七

島の神津島、山陰九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図lに示す。黒

曜石原産地のほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を分類し表1に示す。

この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を加えると202個の原石群になる。 ここでは北海

道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、 白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村

に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、 また白土沢、

八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群

（旧白滝第1群）にまとまる。また、 あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別できない

原石が採取でき、 あじさい群を作った（旧白滝第2群） 、 また、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫

は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中で70％は幌

加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30％は赤石山群に一致する。置

戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取された原石の元素組成は所山置戸群にまと

まる。 り、 また同町の秋田林道で採取される原石は置戸山群にまとまる。留辺蘂町のケショマップ川

一帯で採取される原石はケショマップ第1および第2群に分類される。 この原産地は、常呂川に通じ

る流域にあり、 この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取されるが現在まだ調査していない。また置戸町

では秋田林道でも原石が採取でき、 この原石は置戸山群にまとまる。留辺蘂町のケショマップ川一帯

で採取される原石はケショマップ第1および第2群に分類された。十勝三股産原石は、北海道河東郡

上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、 この原石の元素組成は十勝

三股群にまとまる。 この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、

十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。また、

上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似し

ている。 これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、 この遺物

の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、 これら十勝三股音更川、十勝川、サンケオルベ川

の複数の地点を考えなければならない。 しかし、 この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、古

代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町にかけ

て広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2個の美蔓原石群が作られた。 この原石は産地近傍の遺跡

で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円

礫が採集される。 これらを組成で分類すると88％は名寄第一群に、 また12%は名寄第二群にそれぞれ

〃8



V 自然科学的分析等

なる。旭川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、 20%が近

文台第一群、 69%が近文台第二群11%が近文台第三群それぞれ分類された。また、滝川市江別乙で採

集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約79%が滝川群にまとまり、 21%が近文台第二、三

群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩

父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。

産出状況とか礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝

川第二群に一致しさらに近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木

沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。 ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器

の原材として良質とはいえない原石で赤井川第1群を、 また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良

質な原石などで赤井川第2群を作った。 これら第1， 2群の元素組成は非常に似ていて、遣物を分析

したときしばしば、赤井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第

1、 2群の2群に区別され、豊泉第2群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使

用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。また、青森県教育庁の斉藤岳氏提供の奥尻

島幌内川産黒曜石の原石群が確立されている。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部よ

り採取された円礫の原石で作られた群で、 この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を

流れ鰺ケ沢地区に流入する中村川の上流で1点採取され、 また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田

村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角沢およびこの沢筋に

位置する露頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作っ

た。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。

戸門第一群成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第1，

2群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少

なく、希に石鍼が作れる大きさがみられる程度であるが、麿森群は麿森山麓の成田地区産出の黒曜石

で中には5cnl大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群

を作った。産地分析は、 日本、近隣国を含めた産地の合計202個の原石群と比較し、必要条件と十分条

件を求めて遺物の原石産地を同定する。

結果と考察

遺跡から出土した石器石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。 Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、 また除かずに産地

分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定す

ることができないので、得られた確率の数値にはや＞不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤

るようなことはない。

今回分析した穂香竪穴群出土の黒曜石製石器の分析結果を表2に示した。石器の分析結果から石材産

地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするためRb/Zr

の一変量だけを考えると、表2の試料番号79812番の遣物ではRb/Zrの値は0.882で、所山群の［平均

値］ 士 ［標準偏差値］は、 0.824=t0.034である。遺物と原石群の差を標準偏差値(o)を基準にして

考えると遺物は原石群からl.70離れている。 ところで所山群の原産地から100ヶの原石を採ってき

て分析すると、平均値から±1.70のずれより大きいものが9個ある。すなわち、 この遣物が、所山群
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の原石から作られていたと仮定しても、 1. 7d以上離れる確率は9%であると言える。だから所山群の

平均値から1.7Oしか離れていないときには、 この遺物が所山群の原石から作られたものでないとは、

到底言い切れない。 ところがこの遺物を赤石山群に比較すると、赤石山群の平均値からの隔たりは、

約7Oである。 これを確率の言葉で表現すると、赤石山群の原石を採ってきて分析したとき、平均値か

ら70以上離れている確率は千万分の一であると言える。 このように、千万個に一個しかないような

原石をたまたま採取して、 この遺物が作られたとは考えられないから、 この遺物は、赤石山群の原石

から作られたものではないと断定できる。 これらのことを簡単にまとめて言うと、 「この遺物は所山

群に9％の確率で帰属され、信頼限界の0. 1%を満たしていることから所山産原石が使用されいると同

定され、さらに赤石山群に十万分の一％の低い確率で帰属され、信頼限界の0. 1%に満たないことから

赤石山産原石でないと同定される」 。遺物が一ヶ所の産地（所山産地） と一致したからと言って、例

え所山群と赤石山群の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、 さらに

分析誤差が大きくなる不定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない、

同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（所山

産地）に一致し必要条件を満足したと言っても、一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率

による判断を表lの202個すべての原石群について行ない十分条件を求め、低い確率で帰属された原

石群の原石は使用していないとして消していくことにより、はじめて所山産地の石材のみが使用され

ていると判定される。実際はRb/Zrといった唯1ケの変量だけでなく、前述した8ケの変量で取り扱

うので変量間の相関を考盧しなければならならい。例えばA原産地のA群で、 Ca元素とRb元素との間

に相関があり、 Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた

遺物であれば、A群と比較したとき、 Ca量が一致すれば当然RI)量も一致するはずである。 したがって、

もしRb量だけが少しずれている場合には、 この試料はA群に属していないと言わなければならない。

このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビス

の距離を求めて行なうホテリングのT2乗検定である。 これによって、それぞれの群に帰属する確率

を求めて産地を同定する4， 5） 。産地の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製では202個の推定

確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属され

た原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、

低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる、

本研究ではこれら産地の可能性が非常に

すなわち、 所山産原石と判定された遺物

について、 カムチィ ソカ産原石とかロシア 北朝鮮の遺跡で使用されている原石およひ |上海道白滝地

域産の原石の可能性を考える必要がない結果で、 高い確率で同定された産地のみの結果を表3に記入

した。原石群を作った原石試料は直径3cm以上であるが、今回の分析では問題にならなかったが、

多数の遺物試料を処理するときに、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、

短時間で測定を打ち切る。 このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、 ときに

は原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。 したがって、小さな遺物の産地推定を行な

ったときに、判定の信頼限界としている0. 1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。 こ

の場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2乗の値を記した。 こ

の遺物については、記入されたD2乗の値が原石群の中で最も小さなD2乗値で、この値が小さい程、

遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と

考えてほ買間違いないと判断する場合もある。今回分析した穗香竪穴群出土の黒曜石製石器の15個に

は所山産原石が11個、赤石山産が2個で、あじさい滝産が1個、十勝産が1個であった。石器原材の伝播

に伴って、産地地域の生活、文化情報が伝達されていたと推測すると、穂香竪穴遺跡に、 白滝地域、
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十勝地域、所山地域の生活情報が伝達し、交流を想像しても産地分析の結果と矛盾しない。
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表1－1 各黒耀石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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表1－5各黒耀石の原産地における黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値
陳 床 地

原石群稲
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聴香駆穴群

表2 各黒耀石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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穂香竪穴群出土の黒曜石製石器の原産地推定結果

| (i－l
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注意：近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が|慶昧にも関わらず結果のみを報告される場合があます。

本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる研究

方法（土器様式の基準も研究方法で異なるように） にも関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、 全

く関係（相互チェックなし）ありません。本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果

を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流膣lなどを考察をする必要があります。
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V 自然科学的分析等

4穗香竪穴群から検出された植物種子について

札'|屍国際大学吉崎昌一・椿坂恭代

擦文文化末期の竪穴住居が13軒調査されている。北海道東部の擦文時代人がどのような植物を利用

していたかについて、初めての大がかりな探査になった。

住居の形態は調査者によって3種類に分類され、多少の時間差の認められる可能性がある。 これら

の13軒の竪穴住居を中心に採取された土壌から植物遺体が抽出された。表に見るように、植物種子の

抽出総量はあまり多くない。明らかな栽培植物としては、オオムギ、 アワ、キビが少量認められた。

破損したオオムギが1片、 アワは2粒、キビは4粒と少量の検出である。

オオムギ、 アワ、キビからなる栽培植物組成は、北海道東部の擦文文化やオホーツク文化に普通に

見られるものである。 しかし、今回のような大規模な発掘にしては、検出された栽培植物の量が意外

に少ない。他領域の検討と周辺植生や動物遺体の出土状況が分かれば、 この地域に居住した古代人の

生業や交流が、北海道中部や南西部の古代人とかなり異なったパターンを保有していた可能性が考え

られる°生業や食糧問題の解決と絡んで、実に貴重な発掘調査と言えると思う。

札'幌国際大学吉崎昌一平成14年2月18日
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Ⅵ成果と課題

第Ⅵ章成果と課題
1 擦文土器について

今回の調査では主に擦文時代の遺構・遺物が検出された。 ここでは出土遺物の中で、擦文土器につ

いて若干の傾向を指摘したい。今回の調査では擦文期の竪穴住居跡が13軒検出されているが、竪穴の

密度の割には、土器は少なく、復元土器は全部で15個体に留まる。 これらの土器の時期は、擦文時代

後期後半の範鴫で捉えられるものであり、 1993年度に根室市教育委員会によって行われた調査で出土

した土器とほぼ同時期と考えられる。

今回の調査で出土した擦文土器の器種は深鉢のみで、高坏等他の器種はみられない。住居との組み

合わせでは、大形の深鉢はカマドをもつ大形の住居(H-ll･13)から出土し、小形の土器はカマド

のない小形の住居(H-16･17等）から出土している。器形は、全般的に小形のものが多い。 口唇断

面の形状は丸みを帯びるものが一般的で、面取りが施され角状を呈するもの（図Ⅲ 26－2等）や、

尖るもの（図Ⅲ－26-l等） も少数ある。また、 口縁部は胴部から屈曲して外反するものが多く、 口

縁部中位で屈曲し、ほぼ垂直に立ち上がる例もある。胴～底部は胴部中位から大きくすぼまり、底部

がやや張り出す。また、底面は平坦ではなく、凸状でそのままでは自立しないものもある。

文様は簡素で、文様の割付も全体的にルーズで粗雑なものが多い。復元できた15個体の内無文のも

のは3個体あり、全体的に文様が退縮化している傾向が窺える。文様が施されるものは、 4～7本一

組の沈線により山形・菱形等の幾何学的な文様が描き出されている。また、文様帯下部は3～6本一

組の横位の沈線によって区画されているものが多い。特に文様帯下部の横位の沈線は雑で、 1本で全

周するものは少なく、ほとんどのものが何回かに分けて継ぎ足している。また、 口縁部に施される刺

突もしくは短刻線は、文様帯を有する土器のほとんどに施されている。文様帯は全て1段だが、H－

ll出土の土器（図Ⅲ－30-1)は、文様帯を区画する下部の横位の沈線内に、斜位の平行沈線が

「ハ」の字状に描かれている。他の文様要素としては、文様帯内に小さな棒状工具による刺突が施さ

れるもの（図Ⅳ 2－14） 、竹管状工具による刺突が施されるもの（図Ⅲ－12-4， 図Ⅳ－2-13)

がある。土器の作りは全般的に丁寧で、焼成は良好である。また、 口縁部付近に補修孔が施されてい

るものが多い。胎土は多くのものが砂粒を含む。

土器の接合状況では、竪穴内と周辺包含層との接合関係が、H-11 ･ 12･ 14で確認された（図Ⅵ－

1) ｡H 11出土の例（図Ⅲ－30-1)は床面出土の土器片3点と、 J ･K-63区Ⅱ層出土の土器片

1点ずつと、 1-64区カクラン出土の土器片174点が接合している。住居床面とⅡ層出土の土器片は

いずれも底部付近の破片で、 口縁～胴部はカクラン出土である。カクランの土器片はまとまった状態

で出土しており、原位置に近いと考えられる。H-12出土の例（図Ⅲ－35 1)は竪穴覆土出土の底

部片1点と、 J 57･ 58グリッドⅡ層出土の土器片8点が接合している。H-14では2個体について

確認できた（図Ⅲ－53－1 ． 2） 。 1は竪穴覆土出土の胴部片5点、掘揚げ土上面出土の土器片23

点、M77区Ⅱ層出土の胴部片2点、H-53区I層出土の土器片63点が接合している。 2は竪穴覆土

出土の土器片21点、掘揚げ土上面出土の27点、H-52区Ⅱ層出土2点、 同I層出土3点、H-53区I

層出土2点が接合している。H-11 ･ 12･ 14-1は、底部もしくは底部付近の土器片が竪穴内から出

土し、他の部分は竪穴外から出土している。H-14-2は竪穴覆土と竪穴外からほぼ同量の土器片が

出土している。

以上、今回は全般的な傾向の指摘にとどめ、本遺跡は来年度以降も調査を継続するため、穂香竪穴

群出土の擦文土器の位置付けは来年度以降の資料を含めて行ないたい。 （広田良成）
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Ⅵ成果と課題

2 動物意匠のある土器について

今回の調査では、動物意匠の付いた北筒Ⅲ式土器がN 51 ･ 52区Ⅱ層中から出土した（図Ⅳ－3 ･

6） 。 ここでは道内における縄文時代～続縄文時代の動物意匠付土器の類例から、本例の位置付けを

考えてみたい。なお、類例に関しては宇田川洋の研究（宇田川 1989)を基本とし、 さらに近年出土

した資料を追加した。また、実測図のないものは今回扱っていない。

現在北海道内において、動物意匠付土器は65例確認されている（図Ⅵ－2） 。道東地域5例、道央

地域13例、道南地域47例で、道南地域が7割以上を占める。時期別では縄文時代19例、縄文時代晩期～

続縄文時代l例、続縄文時代45例と続縄文時代に多く見られる。

時期ごとにみていくと、最も古い例は縄文時代中期、八雲町栄浜l遣跡で円筒土器上層a式土器の

口唇部突起にクマと考えられる意匠が付けられた土器が出土している （1） 。また、南茅部町臼尻B

遺跡で中の平Ⅲ式土器にシカと推定される意匠を描いた例(60)がある。縄文時代後期前葉ではと函

館市石倉貝塚で十腰内I式のクマを意匠した突起を有する土器（2） 、 シカ？と考えられる動物意匠

が描かれた絵画土器（60）が出土している。後期中葉ホッケマ式では千歳市美々4遺跡で2組のへ

ビ？が沈線で描かれた絵画土器（58）が出土している。後期後葉の堂林～御殿山式にかけては比較的

資料が多い。堂林式では千歳市キウス4遺跡出土の、 クマを意匠とした香炉形土器先端部と考えられ

る土器片（5．6） と、注口土器の破片（4）がある。千歳市ユカンボシCl5遺跡でも同様の例があ

り、 ここでは上下顎の部分が出土している（7．8） 。御殿山式では千歳市美々4遣跡でクマを意匠

した土器の突起（3） 、 フクロウを意匠した貼り付けを有する土器（62）や意匠動物不明の土器の突

起（59）が出土している。縄文時代晩期大洞式C2式では、石狩市シビシウス遺跡のクマを意匠した

と考えられる把手状の突起を有する鉢(12) 、函館市西桔梗E｣遺跡で報告者がウミガメとしている

土器の把手が出土している（63） 。他にも大洞式のものとして、上磯町茂辺地出土のクマを意匠した

土器の把手が挙げられる(9･10) 。縄文時代晩期～続縄文時代では、札幌市H-37遺跡で、口唇上に

クマと考えられる動物意匠の突起が付く鉢形土器（11）が出土している。続縄文時代前半期の道南地

域例は全て恵山式で、全時期を通じて最も資料が豊富に見られる。上磯町茂別遺跡ではクマを意匠と

した突起が、完形の鉢1個体を含めて28例出土している（27～54） 。他にも苫小牧市タプコプ遺跡

(13) 、江別市元江別l遺跡(14) 、恵山町恵山貝塚(15～18) 、豊浦町小幌洞窟遺跡(19･20) 、森町

尾白内貝塚(21) 、函館市西桔梗B?遣跡(22･23) 、上磯町下添山遺跡(24･25)からクマを意匠した

と考えられる突起把手が出土している。道東地域の興津式では、幣舞遺跡出土のカエルと考えられ

る動物意匠の貼付文が、 口縁部に施された深鉢がある（55） 。福住遺跡（56） 、計根別遺跡（57）でも同

様の資料が出土している。後北C1式においては、常呂町岐阜第二遣跡出土のクマを意匠とした突起

を有する完形の深鉢がある。

以上各時期の出土例をみたが、動物意匠のある土器は縄文時代中期になって現れ、後期にはクマ、

フクロウ、ヘビ等の意匠が現れる等、意匠の多様性が見られる。晩期には土器の把手にクマを意匠す

るものが見られる。続縄文時代前半期は道央～道南ではクマを、道東ではカエルを意匠する土器が分

布し、後北C｣式より後には認められないのが現状である。

穂香竪穴群出土の動物意匠付土器は、道内でも古い時期に属し、現状では道東地域で最も古い資料

として位置付けられる。土器の特徴としては動物意匠付きの突起が4ヶ所あり、 4ケ所それぞれが作

り分けられている点が挙げられる。意匠動物は、 1カ所はクマと考えられるが、他の3カ所は他の動

これが前後の時代へつな

（広田良成）

物の可能性もある。道東地域で縄文時代後期には動物意匠付土器が見られ、

がっていく可能性が出てきたことが現状として挙げられる。
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代の遺跡4

也図No.図No. 遺跡名 市田-村 出土地点
1 栄浜1 八襲町 包含|,産I
2 2 石倉貝塚 函1' 『市 盛土iH1横
3 3 美々4 千戒市 '。含厩

‘I 4 キウス4 千j ,, iT 丁 盛土遺.背
5 キウス4 千1,ﾙ門 盛土遺,背
6 キウス4 二二I 1i TT '己含府

5 7 ユカンボシcl5二服両 包含層
8 ユカンボシCl5 二二; 所丁 包含層

6 9 茂辺地 上砿町 ‘》
10 茂辺地 上砿町 ？

7 11 H37 札幌市第2号住居跡状忍
8 12 シビ~シウス 石狩市 第16号墓
9 13 タプコプ 苫小牧市 35号墳墓
10 14 元江別1 江別市 墓43
11 15 恵山貝塚 恵山町 ？
16 恵山貝塚 恵山町 ﾜ
17 恵山貝塚 恵山町 ‘フ
18 恵山｣貝塚 恵山町 ､

12 19 小幌洞窟 覺浦町 包含層
20 小幌洞浦 豊浦町 包含層

13 21 尾白内貝塚 森町 墓職
14 22 西拮唖B2 函節市 ′到含 雪’
23 西謹誕B2 函鮒市 包含, 雪’

15 24 下添山 一上磯町 包含層'
25 下添山 上磯町 包含,層1

16 26 |岐阜第二 常I里 町 上°ツト28

17 27 茂別 二碓町 X-28(土塘墓）
28 茂1FI’ ‐二賑町 包含層 一
29 茂|引 一二隣町 包含層
30 茂IFI ‐二硫町 包含屑

31 茂!i ｛ ‐二砿町 ′到含層
32 茂｣F’ -二碓町 ‘ユ含I,雪
33 茂fl 二ii 1町 ′型含雁
34 茂!‘ 「 ‐二1 町 包含'運
35 茂fl ‐二Ii i町 包含'塁
36 茂iI ‐二# i町 包含‘I!直
37 茂fl』 ‐二Il ;町 包含‘I;Z
38 茂,F1 ‐二砧町 包含腱
39 茂IF' 二1職町 包含序
40 茂l別 一二ii 町 包含画
41 茂｣i I ‐二Iji町 ′包含脇
42 茂研I ｰ二lill:町 包含層’
43 茂f~ '三'11A町 包含層'
44 識:！ －1二 il #町 ′包含層
45 茂fI ‐'二 i~ 1町 包含層
46 茂1F'1 ‐二 i ii町 包含i冒戸
47 茂lfI 二11 : 町 包含|塁i
48 茂lIl ‐二Ii , 町 包含垣｢~－
49 茂IFI _二11 i:町 '乱含E
50 茂liI 二11 ｜町 ‘包含層
51 茂lfl -,ﾆﾘi !i町 ′。含尼－
52 茂lil ‐三I {町 ′1含嘔
53 茂jFI ‐皇W 町 包含暇
54 茂呪|~, 二碓町 包含‘| F''

18 55 』幣舞 釧蹄市 包含,I 里1’
19 56 福住 美幌町 竪穴住,居跡
20 57 計根別 中標建町 表採
3 58 美々4 千歳市 包含層
59 美々4 千歳市 包含層

2 60 石倉貝塚 函館市 盛土遺構
21 61 臼尻B 南茅部町 294号住居跡一

3 62 美々4 千歳市 周堤墓X－2．6
包含層

14 63 ’ 西桔梗E1 函館市 包含層
22 64 コタン温泉 八雲町 包含|僧
23 ,穗香竪穴群 根室市， 包含,蘆 ~

時期 種類 ’ 引用文献
繩文時代虫期再筒土器_E層凰式 クマ 柴田信一1995
縄文時代後期十腰内I式 , クマ 田原良信ほか1999
縄文時代後期御殿上I式 クマ （財)易上海道埋蔵文1化財センター
厩文H:1F,'七後期堂;ｼく式 ｸﾏ (財)二と海道蝿醗文1化財センター

一賎‘,文時,暗後財堂沫式 ｸﾏ (儲-)二.海道埋蔵文化財ｾﾝﾀｰ
『 f‘,文時,f後陣堂林式 ｸﾏ （殿､)老海道塊職文化財センター
一軍時,t後閲堂林式 クマ.ｲﾉｼｼ？（財)二梅道塊蔵文化財ｾﾝﾀｰ
縄文時代後撫堂沐式 クマ･イノシシ？（財)北海道埋蔵文化｣財センタ二
言罰11麦時代晩漸大洞式 クマ 名取武光1936‘
三三閏11文時代晩財大洞式 クマ 名取武光1936
縄文時代晩期末~続縄文初頭 ｸﾏ 羽賀憲二1996
縄文時代晩期大洞C2式 クマ? 石橘孝夫ほか1979
続i縄文時代恵山式 クマ 佐藤一夫ほか1984
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続,縄文時代恵山式 クマ 大場利夫､千代肇1966
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銃i剥文曙-t恵山式 クマ 千代肇l974
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焼,幾1文時代恵山式 ｸマ 石附喜三男ほか1982
焼,捌文時代恵山式 クマ 石附喜三男ほか1982
続紙,文時代後北c]式 クマ 藤本強ほか1982
-続蝿文時代恵山式 クマ 佐輝ﾗ｜ﾐﾛ雄ほか’998
続蝿文時代恵山式 クマ 1左麗和雄ほか1998
祷蠅1文時代恵山式 クマ 佐i1釦雄ほか1998
続柳,文時代恵山式 クマ 佐噸ﾐﾛI酢ほか1998
続翻叉時代恵山式 クマ 佐既:ﾗﾐ砿''；ほか1998
続郷文時七恵山式 ｸマ 1左職打朧ほか1998

一院縄文解冒七恵山式 ｸﾏ 佐i鏡『ﾛ鮭ほか1998
続維 文曙七恵山式 ｸﾏ 』左鴻和雄ほか’998
続継 文時代恵山式 クマ ，左~!'群ﾛ鮭ほか1998

壹売i朧文時’t恵山式 クマ ‘左轆和ﾎ::ほか1998
続緩文H掴七恵山式 クマ ，左i擬Fﾛ鮭ほか1998
編i1文時代恵山式 ｸマ '左瀧和雄|まか1998
続;&文時代恵山式 クマ ，左栂ﾐﾛ雄ほか1998
続母文時代恵山式 クマ 1左癖号ﾛ猛 王か1998
鍔4文時1.哨恵山式 クマ 佐 '1; 蒋醜言 まか’998
;論1文咽七恵山式 ｸマ 』左,樽打鮭ほか1998

三‘認文時,.t恵山式 ｸﾏ ,左樟ﾐﾛ雄,まか1998
焼ﾎ"文時代恵山式 ｸマ ,左j ‘瀞”|弓|王か1998
続紙文時代恵山式 クマ 』左l糠?ﾛ雄ほか1998
三鋼1文密七恵山式 クマ 』左l M”雄ほか’998
統職文時代恵山式 クマ 佐川和雄ほか’998
統隙文隙パ恵山式 クマ 1左j 群ﾛ雄ほか1998
焼、文Ht‘誰恵山式 クマ 1左『 ”ﾛ雄ほか’998

－陵i＃文閑F代恵山式 ｸﾏ 住j隣ﾛ雄ほか'998
続維文時代恵山式 クマ 佐I~!i和雄ほか’998
続維文時′t恵山式 クマ 佐則!和雄ほか1998
続泓文限誰恵山式 クマ 佐Fil1和雄ほか1998
；認文時代恵山式 クマ 佐聰和雄ほか’998

－壺弓歴'一~
壷隠文時代興津式 カエル 石I|｜朗1996
硫綿文時代興津式 ｶエル 大沼忠春1964
－;識i文時代興津式 カエル？ 松下亘1962
縄文時代後期ホッケマ式？ ヘビ （財)北海道埋蔵文化財センター
縄文時代後期御殿山式 ワ （財)北海道埋蔵文化財センター壽
醗…期十腰内I式 ｼｶ? 田原良信ほか'999
縄文時代中期中の平IⅡ式 ｼｶ 小笠原忠久1987

縄文時代後期御殿山式 フクロウ （財)北海道埋蔵文化財センター

塑宴時代晩期大洞C2式併行｜ ｳﾐｶﾒ？ 千代肇1974
縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式 ’ 人面? 三浦孝一ほか1992
縄文時代傍湖北筒、式 クマヮ

縄文時代後期御殿山式 (財)北海道埋蔵文化財センター

9文時代晩期大洞C2式併行
娼文時代中期サイベ沢Ⅶ式
縄文時代後期北筒Ⅲ式

千一代筆1974
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図Ⅵ－2 北海道出土の動物意匠付土器の分布及び一覧
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Ⅵ成果と課題

3 H-11出土の玉類について

今年度の調査で、H llとした擦文時代の竪穴住居跡から、ガラス玉がヒスイの勾玉や金属製品な

どと伴にまとまって出土した。出土状況や玉類の観察から想定される事例について若干まとめてみた

い。

出土状況（図Ⅲ-27～32、 図版21～23)

H-11は牧草地の地表面で浅い凹みとして確認できた。覆土の上層には耕作土、牧草地造成の際の

埋士、廃棄されたゴミの撹乱層があったため、 これらを除去し、 旧表土層を露出させた段階から調査

を行った。床はⅥ層の黄褐色ロームに掘り込まれており、玉類はこの面の直上1～2cmの黒褐色土

から一部が数珠状に連なって出土した。出土した当初は上層遣構の存在を想定したが、土層の観察か

らは、人為的な堆積や盛土は認められず、床面にも遺構の掘り込みは確認できなかったため、竪穴住

居跡に伴うものと判断した。

出土遺物（カラー図版8，図Ⅲ-31、図版55,表7)

玉類は、土壌水洗で出土したものも含め67点である。ガラス玉は57点でそのうち図化・計測できた

ものは図Ⅲ-31に図示した43点である。ほかに金属製品が8点(2点は同一個体） 、 ヒスイ製の勾玉

1点、凝灰岩製の有孔自然礫が1点である。ガラス玉の形態は丸玉が大半で風化が激しい。表面は黒

褐色を呈し、その下は白色で発泡したような状態である。中心部分が観察できるものはすべて青色が

確認できるので、元は青色の玉であったと思われる。他に風化がみられないものが5点あり、図Ⅲ－

31-14･25･ 38･42･44でそれぞれ異なる色調である。また、図Ⅲ 31-14はその形態や色調から続

縄文時代のものである可能性が考えられる。整形の方法は、すべて針金状のものに溶けたガラスを巻

き付ける、 いわゆる巻き付け法で作られている。奈良県飛鳥池遺跡例のような鋳型を用いて製作され

たものはない。 これらのガラス玉は、北海道大学の小笠原正明氏より研究のため、成分分析を行いた

いとの依頼があり、非破壊分析を条件に試料の提供を行った。その結果、ガラス玉の材質は大半が鉛

ガラスである。鉛ガラス以外では、図Ⅲ－31-25 ．42が鉛石灰ガラス、図Ⅲ-31-44がカリ石灰ガラ

スで、 これらは風化がみられないガラス玉であった。その後、鉛同位体分析を行いたいと再度依頼が

あったが、鉛同位体分析は破壊分析を行うことから、接合作業等が終了した後、小破片のため接合し

得なかった個体8点について試料の提供を行った。 これらの分析結果に関する報告は現在依頼中であ

る。金属製品はすべて青銅製で、ベルト金具状のものやボタン状のものがあるが、正確な用途は不明

である。なお、現場段階でのガラス玉の仮強化は村田が、最終的な保存処理は第1調査部第1調査課の

田口尚が行った。

ガラス玉の出土例

ガラス玉と金属製品がまとまって出土した例は、伊達市オヤコツ遺跡がある。ガラス玉にヒスイ製

の勾玉が伴う例は奥尻町青苗貝塚に見られる。住居跡からガラス玉が出土した例は、表に示したよう

に少なく、出土点数もl～数点である。今回のような出土状況を示す例は、管見する限り穂香竪穴群

例が初出である。H-llは玉類以外に出土した遺物は殆どなく、住居廃用の際に持ち出されたと考え

られるため、玉類のみが「置き忘れ」たものとは考えにくい。 このような「副葬品」的な遺物からは、

墓の可能性が考えられるが、調査では掘り込み、埋め戻し、盛土など墓を示すものは確認できなかっ

た。仮に墓であるとするならば、出土状況から、廃用された住居床面に遺体がそのまま安置され、そ

の後、上屋を含め住居が自然崩落して埋没した状況が想定されるが、はたしてそのような墓制が存在

するのかどうか、今後の事例の増加をまって再検討したい。

（村田大）
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図Ⅵ－5 北海道のガラス玉が出土した遺跡
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表4 掲載復元土器一覧
接合破片出

土位置く屑

位・点数）

齢
幟
数

未接

合破

片数

出土遺構・

出土区（膳

位・点数）

法 量
未接合破片出

土位世
掲載

番号

図版

番号
その他胎土 焼成

ｸﾛ
月 J

層位（点数）図番号 1 ｣ 』

、ﾛ ﾄ凸U
哲西1口｣ 口径 底径

H-7(lI《 ・ 10） ・ Il

7(覆土｜ ・ 88）

床(17） ・覆土

I (83）
１

１

１
Ⅱ

Ｉ

Ｉ

ｒ

Ｉ

抑

Ｕ

房

句

八

ｎ

か

Ｕ

１

曲

１

1,片多（胴上半部～底部 砂粒含オ98 ( 13‘ （)） 艮（図Ⅲ一 17-’ Ⅱ－7’

内 面面４
｜
峠

時期 部位
その{1色調調整子 ↓￥

X 郡 色洲

褐色十黒褐色

黒褐色＞褐色

褐色

その他

茨 lがれ多い f lがれ有り縦へラミガキ

縦へﾗﾐｶｷ

縦へラミガキ

ー十草‘）

胴上半部

胴下半部

底部

底面

横沈線擦文時代

後期後半 黒褐色＞褐色

黒褐色

縦へﾗﾐｶｷ

(稜不明瞭）

縦へラミガキ

(稜不明瞭）

ナデ？

部分的に磨耗

凸形でｲ<安定， やや

庭粁

磨料

未接

合破

片数

儲
幡
數

出土遺構・

蝸十区（層

位・点数）

接合破片出

土位漬（層

位・点放）

ｨ蚕 瞳
j＋■

未接合破片1 11

土位置
掲載

番･号

図版

番号
焼成 その他解、 -卜

F｣口 一L部 ｛闇位（点数）到番§

口径 底拝
、ロ L－

而蔽I J1

l,礫砂

粒含む
胴下半部～底部

内
' 1 9(床｜ ・ 36床(2) ･床1 （31 11

Jﾛｮ ( 1 1 ．3 1 ． Ii図Ⅲ－21 17－2 Ⅱ 91
<I1
PJLJ

lhi 内 面

色洲 その他 調轆 色調
引寺期 部{血

その他淵幣文 様

縦へラミガキ 黒色＞黒褐色

暗褐色

全体的に磨耗

全体的に磨耗

縦へラミガキ（稜不明

瞭）

縦へラミガキ(稜不明

確）

一トー

擦文時代

後期後半

暗褐色

暗褐色

暗褐色

胴 F半部

底部

底面 剥がれ有
l一己

rマア

'1‘|燦噸胎 I 焼成

接合

破片

数

接
破
数

末
合
片

串十潤構・

出土区（屑

位・点数）

接合破片出

土位置（層

位・点数）

法未接合破片出

土位攪

掲戯

番号

図版

番号
部 Ⅱ

。
Ｊｌ

【
恥
圃 LI径図番号 牌位（点数）

地

床(6) ･捜土l

(2) ・覆土(1)
口縁部～胴 '二半部 '6~ $) 砂粒含む

1 1 Ｅ20． Z図IⅡ－2(） 17-11 1－10 Mi3（ 1 ． 2）

外

~調整
函 1引l則

時期 部位
色『淵 その他洲盤色調文 様 その他

断旧i角状

煤少量付着

煤少量付肴

横ナデ

機ナデ

縦ハケメ→横ナデ→（

部分的に縦ミガキ)

ナデ→縦ﾐガキ（稜不

明瞭、やや粗い）

I府褐色＞恩色

暗褐色＞黒色

略褐色＞黒色

擦文時代

後則後半

口唇部

口縁部

胴上

煤付着

煤付蒜

機ミガキ

横ミガキ（稜不明

瞭、粗い）

黒色

黒色

横位凹み状沈線

縦平行沈線と斜位平行沈線の

組み合わせ（4本単位）

横沈線（2本）

黒色＞暗褐色胴中位

崎上 "’胎土 焼成
接合破片出

未接合破片出
土位置（層

土位世
位・点数）

接合破片出

土位置（層

位・点数）

未接合破片出
十ｲI> 樹

諸
剛
数

１
１

未接

合破

片数

出土遺描・

出土区（層

位・点数）

法 量

扉F圃丁口径 底
掲敬

番号

図版

番号
その他部 位層位（点数）図番号

儒
口縁部～胴ド半部 | 7 1 1 ( 17. 1) 21 . 1 ' 1 . 2 砂粒含む

Inl 内

色調 その他 渦盤

補修孔1カ所有り

その他

良 ｜破片大形

面

色調

図Ⅲ－26 1 2 17-･ 1 1 1 l-10 1床(5) ・覆土(2)

時期鶴位 ｜ 文 ‘※¥期 部ｲウ
ゾト

~謝蕊
横ミガキ

横ミガキ （稜明瞭）

ナデ→縦ミガキ（稜

明瞭、やや粗い）

縦ミガキ（稜明瞭）

患色

黒色

里価

黒色

照色＞賭褐色

黒色＞黒褐色

擦文時代

後期後半

口唇部

口縁部

洞上半剖

一

ナ

一

ナ

ナ

ナ

横

横

横位ﾀ｣点･短刻線(施文具2

諏類）

縦平行沈線(4本単位) と斜

位平行沈線(2本･ 3本単

位）の組み合わせ

燦少量付蒲

叩缶
示L－g黒色＞黒褐色横？ナデー,縦ミガキ

（稜明瞭、 やや粗い）

胴下半音I

j⑰序

I〔〕／
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出土遺構･

出土区(層

位・点数）

接合破片出

土位潰(層

位・点数）

跨
州
数

未接

合破

片数

去 皿掲載

番号

図版

番時
未接合破片出

土位置
図 番号 炳位（,IiX数） 刺『 位凹1J 胎土 焼成 その他

器高 に|径 底径
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崎 ' ' 1 1 (1) ・ 164(撹

乱・ ‘15）

砂粒多く

含む

やや

不良
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面外

~調幣
内時期 ｜ 部ｲ1 皿
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口縁部

胴止半部
一

ブ

ナ
Ｊ

Ｉ

Ｐ

縦

↓

キ

メ

ガ

デ

ケ

ミ

ナ

ハ

描

横

縦

黒褐色

黒褐色

黒褐色

乗 lがれ有り

素 1がれ有り

剥がれ有り

斜位列点2段､列点間に横沈

線（ 1本）

縦平行沈線（6， 7本単位）

と斜位平行沈線(5, 6本単

位）の組み合わせ

横沈線(6本) と斜位沈線

（4， 5本単位）の組み合わせ

枇ミガキ（稜明瞭

横ミガキ（稜明瞭

黒褐色

黒褐色＞暗褐色

煤付着

煤付着

llFI下半脚｜

底部

底面

黒褐色＞ |高褐色 剥がれ袖修孔2個布縦ﾐｶｷ(稜明瞭）

り

縦ﾐガキ（稜明瞭）

十〒茸

黒褐色＞暗褐色

黒褐色＞暗掲色

暗褐色

煤付蒋

柵
幅
勤

遺
区
点

吐
辻
坐
小
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１
１

接合破片1 1 ｝

土位間（層

位・点数）

接合

破片

数

未接

合破

片数

法 還褐,戯

番号

図版

番号
辰接合破片出

土位胱
図番号 付位（点数 胎土 その他け 』 焼成

1口 画ﾛ
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時脚 11
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擦文11手代
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口唇W'1

口縁部

橘ミガキ（稜明瞭）

検ナデ→部分的に横ミ

ガキ（稜不明隙）

縦ナデ

鞭ミガキ（稜明瞭、 や

や粗い）

縦ミガキ（稜明瞭、や

や粗い）

ナデ→部分的にミガキ

黒色

黒色 横ミガキ（稜不明瞭） 黒色＞黒褐色

胴上半部

胴.ﾄ半部

底部

底面

斜位平行沈線（2～4本単

位）の組み合わせ

黙褐色＞褐色

暗褐色

暗褐色（部分的に

やや赤化）

暗褐色（部分的に

やや赤化）

横ﾐｶｷ(稜不明瞭)

縦ミガキ（稜不明瞭）

黒色＞黒褐色

(部分的に赤化）

黒色＞黒褐色

(部分的に赤化）

黒色

黒色

縦ミガキ（稜不明||ﾎ）

出土遺描・

出土区（層

位・点数）

接合破片出

土位置（層

位・点数）

艤
幟
数

未接

合破

片数

図版

悉号

掲戦

番号

k接合破片出

土位駿

｛友 里

図番･弓 唇位（点数） 部 位 胎土

砂粒わず

かに含む

焼成 その他
口ロ f『

竹蔽Ipl 底径口径
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口唇部
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瞭
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ナ

ミ

枇

横
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黒色＞暗褐色
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浅い横位凹み状沈線

斜位平行沈線（4 ～6本単
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部分的に嫌付軒 横ミガキ
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黒色＞褐色
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11苫褐色

煤付着

煤付着
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(稜不明瞭
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底部
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縦ミガキ（儲明瞭）

縦ミガキ（稜不明瞭）

ナデ

黒褐色＞褐色(部

分的にやや赤化）

褐色（部分的にや

や赤化)

褐色

部分的にハケメを残

す． 部分的に剥がｵ1

キーー

出土遺構・

出土区（屑

化・点数)

’ ' 13

接合破片出

土位澄(層

位,点数）

晶
可
’
二

崎
咄
数
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合破

片数
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番号

図版

番号

末接合破片出

土位置
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｜

土
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文 椛 色訓 その他 紙|整 その他色調

擦文時代
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口辱部

口縁部

IFI上半部

横ミガキ（稜明瞭）

横？ナデ

縦ミガキ(稜明睡)

黒色＞I|商褐色

黒色＞褐色

暗褐色＞褐色

斜位短刻線（2段）

浅い横位IMIみ状沈線（3本）

縦平行沈線（3， 4本i 11位）

と斜位平行沈線（3， 4本単

位）の組み合わせ

横沈線（6水）

横ミガキ（稜明瞭）

横ミガキ（稜明雌）

無色

黒色＞暗褐色部分的に煤付詩

縦ミガキ（稜明瞭）

樅ﾐｶｷ(稜やや不

明瞭）

ナデ

胴 F半 剖 縦ミガキ（稜明瞭） 黒褐色＞暗褐色

（部分的にやや赤

化）

暗褐色＞赤褐色

11間褐色＞赤褐色

黒色十黒褐色

底部

底面

縦ミガキ（稜明瞭
バー弓十三

褐色

やや膳粍
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－計,"± ’胎土
未接
合破

片数

儲
吋
数

法 量

’
接合破片出

土位i丹（層

位・点数）’ ;醤
k接合破I ｣, ･出

ニヒ位|豊
その他焼成図版

番号

掲載

番号
部 位胃位(点数
~ ~|器尚luiZ 底口径

凹，

口尹口

皿手口

図番号

雑文､袖修孔3カ所有り62 砂粒含む Iニ
レ面6－ 827. 1）肘' '-1 ‘I (覆土・ 5）

' ' 14(棚揚土
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騒土(5) ･掘揚
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釦
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１

１
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Ｉ

７

冊

脈
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渦整
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色調

、

部位 その他蒔期 洲整色調

黒色

黒色十Ⅱ音褐色

暗褐色＞褐色

暗褐色＞赤褐色

黒褐色>赤褐色

暦褐色

その他￥ 卜碧

共 『求

横ﾐｶｷ(稜明瞭）

縦ハケメ→横ナデ

ナデ→縦ミガキ(稜や

や不明雌）

縦ミガキ（稜明瞭)

縦ﾐｶｷ(稜明瞭）

ヘラナデ

口唇部

口縁部

胴上半部

胴~下半部

底部

底面

擦文時代

後期後半
横ﾐｶﾞｷ（陵明雌）

斜位ﾐｶｷ(稜明瞭)

縦のﾐガキ（稜明瞭､

やや粗い）

ミガキ（稜やや不明

11'、
甲戸J，ﾉ

黒色

.L (,！色

黒色

黒代

’

’
未接

合破

片数

鰐
燗
数

法 景接合破片出

土位置（層

位・点数）

出土遺術・

幣鷺藤 兼噌欝出掲載

番号

図版

番号

焼成 その他胎t部層位（点数図番号
底径器高 1コ径
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砂粒含む 良li , 3』4 20- 920Ⅱ-1 . 1 (床・ ’） ・
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! ） ・ ''52（ 1 .

5） ， '153（ 1 ． 3）

攪土(21) ･掘揚

上(27） ・不明(1)

１

１

１

３

１

１

く

ｉ

、

Ｊ

１

⑪

曲

り

】

リ

】

戸

り

冊

胴

Ｉ

腸1『､~~~~
'9－1 '' 14図Ⅲ－53

口縁部～底剖

’ ’
I 凶外

一
搾

1m

時脚 部位 その他
し
恥
、

日
ｕ
ｆ
間

二

Ｐ 色調その他色調虻 様

’
黒褐色

||音褐色＞黒色

階褐色十黒悶色

横ﾐガキ（稜不明瞭）

横ﾐｶｷ(稜不明瞭)

検ナデ

横？ナデ

口唇部

口縁部

胴上半部

口縁部

胴上半部

擦文時代

後期後半
煤付蒲黒色＞褐色

黒褐色＞褐色

板ミガキ

横ミガキ

斜位短刻線(3段､羽状)

凹み状沈線(3本)

縦平行沈線の地に斜位平行沈

線(4, 5本単位） による文

横沈線（5本）

部分的に煤付 若

I蝿色>褐色 「 黒色>無褐色

黒褐色

黒褐色

部分的に煤付済 縦ミガキ

蝉カキ
暗

キ

瞭

明

ガ

明

稜

ミ

不

く

縦

梗

キ

↓

く

ガ

デ

キ

ミ

ナ

ガ

縦

横

ミ

胴下半部

底部

底面

胴下半部

底部

底面 ’

|尊畷臆

濡幟数

未桜

合般

片数

法 趣

’
接合破片出

土位置（層

位・点数）

出土遺構・

出土区（層

位・点数） ’
米接合破片出

十ｲｳ置
掲載

番号

図版

番号

その他胎 ゴ 焼成部 位層位（点数）図番号
］ 底径口径IL1

|0.7 1 "1. 1' l 8.7

渦轆

墜世宣竺
内

~--1-_

にI縁部～底部 8 1
面

色調 その他

艮 ｜

面

色洲

図Ⅲ 58 1 1 1 '18－2 1 11－16 床(8)

時期 ｜ 部位 文 様部位時期
外
一
搾 その{。

黒褐色

暗褐色＞照褐色

黒褐色＋唯褐色

黒褐色＞暗褐色

1噺褐色

横ナデ→横ﾐｶｷ(稜

不明瞭、やや粗い）

斜位ナデ→ミガキ？

＝幸三

横ミガキ（稜不明瞭）

俄ナデ

縦ハケメ→斜位ミガキ

(稜明瞭､やや粗い)

縦ミガキ（稜明瞭、や

や粗い）

ヘラナデ

口唇部

口縁剖

胴部

底部

睡面

擦文時代

後期後半
黒色

黒色

暗褐色

やや磨耗

’
法 並

胎土焼成 その他

綴繍| 口径|底径
'88 1 '7.2 1 50砂粒含む良

内 間

調整 色調 その他

注 lli

焼成 その他胎 ゴ
ロロ言

付けIFF 口径 氏径’’
跨
幟
数 ~数’

未接

合破

片数

接合破片出

土位漬（層

位・点数）

鼎十遺構・

出土区（層

位・点数）

末接合破片出

土位恢
掲載

番･号

図版

爵号
部 ホI唇位（点数）副番号

m

その他

口緑部～底部
、

色調

図Ⅲ 631 1 119-21 1I 17 床(19）

時期 ｜ 部位 ｜ 童 様寺期 部位
４
｜
識

黒色＞暗褐色

褐色>黒褐色

黒褐色＞褐色

瞭明稜Ｉキガ

デ

デ

ミ

ナ

ナ

横

機

横

口唇部

口縁部

胴上半部

擦文時代

後期後半
黒色

黒色

髄ﾐｶｷ(稜明瞭)

検ミガキ（稜やや不

明瞭）

斜位列点（2段）

凹み状沈線（2本)

斜位平行沈線の地に斜位平行

沈線(4~7本単位）の文様

横沈線（4本）

黒褐色＞黒色縦ミガキ黒褐色＞暗褐色縦ﾊｹﾒ→縦ミガキ

（稜明瞭.やや粗い)

縦ミガキ

ナデ一部分的にミガキ

胴下半部

黒褐色

’
部分的に赤褐色化

やや張り出す

陪褐色

褐色

十二

底部

底面

接合

破片

数

軽合

数

未接 法 量
波片 合破

偶数鶏爾， | 口径|底値
75 28 21 . 9 2')51 a-1

その他 調轄

未接

合破
片数

量

口径 氏径“"Ⅲ ’I薗位（点数） ’
接合破片出

土位i筒 (層
{,r ・点数）

出土遺構,

出土区（層
位・点数）

未接合破片出
土位iFi

掲載

番 号

図版

番号

その他焼成胎土部 位列番号

砂粒含む 良 無文
内 面

色調 その他

’ 11 17(床． 28） 口縁部～底部
外 面

捌捜 色洲

図Ⅲ-63 1 2 49-3 1 1 I 17 1 床(75)

時期 部'， ’ 文 様
時期 部位

褐色＞黒褐色

褐色＞黒褐色

暗褐色＞褐色

褐色＞暗褐色

暗褐色

暗褐色

樅ミガキ

横ナデ

縦ハケメー縦ミガキ

(稜ｲﾐ明瞭)

樅ﾊｹﾒ?→縦ミガキ

（稜不明瞭）

縦ミガキ(稜不明瞭）

÷＝

口唇部

口縁部

胴上半部

胴下半部

底部

底面

擦文時代

後剛後半
煤付着

煤付若

黒色

黒色

黒色＞褐色

黒色>暗褐色

黒色

横ミガキ(椎不明瞭)

横ミガキ(稜不明瞭）

縦ﾐｶｷ(稜不明瞭)

縦ﾐガキ（稜不明瞭）~ ~~
補修孔2個有り 煤J

吐付肴

剥がれ有り

’ やや上げ底

ﾉ39



穂香騨穴群

’
出土遺柵・

出土区（肘

位・点数）

接合破片出

土位置(層

位・点数）

未接

鰯
15

未接

合破

片･数

15

蝿

瞬

数

掲'戦

悉号

図版

番号
畠 量未接合破片出

土位置
図滑号 層位(点数） 部 位 |倫土 焼剛 その他，.戻夛

｡．ｰ j F

誌 上｣I 口径 庇径
:19-,1図Ⅳ 1 ’ Ｉ

Ⅱ

Ｉ

く

ｉ

〃

ｆ

１

，

、

Ｉ

６

１

戸

ｐ

一

献

旧

１

１

１

、
ｉ
Ｊ
例
〃
画
、
‐
Ｊ

ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｎ
ク
“

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

く

Ｉ

Ｉ

ｎ
叩
仰
Ｄ
円
ｊ

二

制

戸

り

一

棚

Ｉ

Ｊ

Ｉ

32 (20. 5） ツ則 n
世ロノ■ nF 砂粒含む

写 、,
J 門』

． ’
補修孔5カ所有り

１

９’
口縁部~胴下半部

’

寺期
叩 、部付 ’八1 面

調整 色調

~

虻 様 調盤 色調 その他 その他
擦文時代

後期後半

L1唇部

口縁部

棡上半部

横ﾐｶﾞｷ（稜やや不明

瞭）

幟ナデ
’

暗褐色

l帝褐色

暗褐色

短刻線(2段)

縦平行沈線の地に斜位の平行

沈線(4～6本単位)で山形棟

横沈線

縦ミガキ(稜やや不明瞭)

横ﾐｶｷ(稜不明瞭)

横ﾐｶﾞｷ（稜不明瞭)

暗褐色

暗褐色
ナーア

胴下半普I

’
縦ミガキ（やや斜位気

味稜やや不叫瞭）

暗褐色＞褐色 部赤褐f 縦ミガキ l皆褐色

1x,番号 出 ｡t遺拙・
掲戦図版

番号悉号出土廷(尉
位・点数）

出･t遺拙・

出土廷(胸

位・点数）

掲載

番号 黙 I
接合破片出
土位|針 （層

位･点数)

I ’
輝
幟
数

未接

合破

片数

法 量未接合破片出

土位侭
層位(点数) 部 化 胎土 兜成 その他

口径口径器高 底径

図IV－l 19－5 噸Ii（n．27）

燗(）（Ⅱ. l ）

M56（Ⅱ ・ 2）

"含む
( 1) 0 良4． ;‘芭6

口縁部~胴上半部

外

~調整
面時ﾘﾘ1 部位 面1J,I

+￥

1小 色調 ｜ その他 洲整 色調 その他
擦文時代

後期後半

口唇部

口縁部

洞上半部

横ﾐｶｷ(稜不明瞭）

横ナデ

縦ミガキ(稜不明瞭)

褐色

褐色>暗褐色

褐色>暗褐色

やや膳粍

やや磨耗

やや磨耗繍蝋:位) ~糾唖
線(2本単位)の組み合わせ

刺突列(3段)

横ミガキ

横ミガキ

縦ミガキ

(稜明瞭）

(稜明瞭)

(稜明瞭〕

褐色

褐色＞11音褐色

’

’
出土遺構・

出土区(層

位･点数）

接合破片出
土位俊（層

位・点数）

’
澪
職
数

未接

合破

片数

掲載

番号

図版

番号
去 壁未接合破片出

土位置
M番号 府位（点数） 部 ｲオ 胎土 焼成 その他

旧罷T底意底径器間

＝て
、、 4）

("
図IV－3 ■

、
Ⅱ
Ｊ

ｊ

６

１

３

Ⅱ

Ⅱ

く

く

別

樋

Ｎ

Ｎ

ｊ

ｌ

Ｏ

－

ｎ

叩
り
叩
凸

Ⅱ

Ⅱ

く

く

別

融

１

１

(31 R

'側 |"， 鷲 ‘ 織羅罰
内 面

14 砂粒多

く含む

良10 】 q ）

口縁部～胴 F半部53－1

外
一
鱸

11
II寺川 部仙

様 色調 その他 計1催 色調 その他
縄文時代

後期

北筒lⅡ式

口唇部

口縁部

胴部

I,RL複節斜縄文

肥厚I糊I.R複節斜縄文.棒舳

隆起帯4ケ所円形刺突

無文帯IｴI形刺突

複節羽状縄文

’
唯褐色

赤褐色>暗褐色

赤褐色＞暗褐色

動物意匠付突起4ヶ所

ナテ

十二

⑬
■
~
包
一
~

一

丁

一

ブ

ナ

ナ

険

横

繍誰
￥

褐色>暗褐色

黒褐色＞褐色

掲載
図番号

番号

出土遺構・

flﾃ灘
接合破片出

土位置（層

位・点数）

接合

破片

数

接
破
数

末
合
片

蕊
量未接合破片出

土位瞳
法

層位（点数） 部 イウ 焼成 その他工
⑪u 一

荷否叶 ﾉI 口径 底径

図Ⅳ－4 前1－2 ~一、才

Ⅱ

Ⅲ

Ⅱ

価

ｌ

く

Ｉ

風

川

別

弛

Ⅱ
Ｊ
Ｉ
Ｂ
邨
心
学
Ｎ
Ⅲ

４
１
１
，
１
Ｊ
。
■
Ⅱ
Ｉ
Ｊ

－

０

ｎ

Ｍ

１

Ｊ

、

Ｊ

７

，

Ｌ

ｌ

７

リ

と

卯

、

1.50(風倒木. 1)

L51 （風倒木･5）

M50（Ⅱ. ｜2) ・

M51 （Ⅱ・2) ・

M52（11 .2） ．

M即2（Ⅲ。 16） ・

N3() (Ⅲ･8) ・

N51 （Ⅱ. l l ） ・

K52（Ⅱ・4）

６－
９ ( 1 1 ． 0）Ⅶ 28.0 繊維含む1 1. . 1） 小礫、

砂粒多

く含む

良

I｣縁部~胴下半部

’ l l l
面外

一
癖

内時期 部位 田1

又 級 色調 その他 調整 色洲 その他
純文時代

後期

北筒Ⅲ式

口辱部

口縁部

胴部

RLR複節斜繩文､突起部円

形刺突

肥厚排RI-R複節斜細 文, 円

形刺突､突起部繩抑圧

無文帯lLl形刺突

繼節羽状縄文

’ ’
ナデ

ナデ

十三

褐色＞暗褐色

褐色＞暗掛色

褐色十暗褐色

俄ナデ

横ナデ

褐色＞暗褐色

暗褐色

出土遺構・

出土区(屑

位・点数〉

接合

部 位 破片

数

出
層
△

１

１

片

数

破
置
点

合
位
，

接
土
付

胎土量

口径|底径

鰹' |"!)砂紘多く含む

胎土

砂粒多

く含む

』2． 6 I ． ’）

搾
諦
磁
一
畑

掲戦

爵号

I,x1版

悉号
未接合破片出

土位置
厩|番号

凸型~

屑位（点数）
その他焼成

１
里
個
凹
丙
Ｕ
両

刃Ⅳ－4 , 1－3 ⅦI （Ⅱ ・ 3（ 胴I （Ⅱ ． 261 ）

１
ワ
ー

的
ｘ
叩

叩
琢
割 良 繊維含むl）

口縁部～胴下半音’

外

擁

皿 面時期 祁位 I(}
↓￥

↑曾火 色調 その他 調整 色調 その他
縄文時代

後湖

北筒Ⅲ式

世図

口唇部

口縁部

胴部

鮎R複"'“突起部縄
RLR斜縄文

無文帯円形刺突

RLR斜縄文

一

ナ

一

ナ

一

テ

ナ

ナ

ナ

I|音褐色＞褐色

|暦褐色＞褐色

階褐色

繊維含む

剥がれ多↓ 横ナデ

欄ナデ

暗褐色

暗褐色
’

140



Ⅶ

表5 掲載拓本土器一覧

過布騰
~7総一艤黒

胎
ム
ロ
鮎
唖

雑
炊
し
厩

色掲載

番号

世■
千
八

擶
十
鴬 時 剛その他I伽調 整 土ムロ。 伴

巡 7釈層位 点数 虫「 （j口 』遺物番号 『ト 而凸

擦文時代後期後半
揮立時代椴期徹半

補修孔有り褐色

暗褐色＞褐色

艮
一
目

m 7 1 I H－6 1 53 ． 1 13 床面 ’ 2 1 2 口縁部 ｜短刻線2段(羽状） 外面:樅ナデ ’八1面：横ミガキ
Ⅲ－7 1 2 H－6 1 73 床面 ’ ' ’ 1 底部 ｜ ｜底部：ナデ底面ミガキ底部:ナデ底面: ミガキ

外面:横ﾅﾃ内面:橘ﾐｶﾞｷ 砂粒わすかに含む刺突列2段州
６
紺
Ⅱ
Ｉ

1

1

Ⅲ－12
６

６

１

０

~

ｎ
Ｎ
Ｏ

擦文時代御#1後半黒褐色 貝間色口縁部

褐色>暗褐色 ｜黒褐色>暗褐＆ 擦文時代後期後半砂紺多く含む 良内外面共に橘ナデ

外面；横ナデ内面：横ミガキ
Ⅲ l2 3 1H 7 07 1掘揚げ土’ 1 1 口縁部 無支

砂粒含む 良竹管状工具による刺突覆土 1 1Ⅲ一’ H－7 251I 擦文時代後期後斗黒色褐色1N部

擦文時代後則後半
機丈時代綴期後4

外面:ナデ内im7横ミガキ
外面:ﾅﾃ内面；検ミガキ罵弓驚辮鶴

唖

黒色 砂粒わすかに含む

黒色 砂粒わずかに含む

繩色>蹄褐色|砂粒含む鼎褐色＞腋褐色

岬
一
津

墨
囹

緬
証

’

１

毎
ｊ
【
ｊ

~
Ｈ

Ｈ

Ｐ
ｈ
Ｊ
小
ｈ
ｕ

川
〆
》
ｎ
Ｆ
一

~
~

Ⅲ

Ⅲ

拙
輌

I

’

蜘 柵i '縦ミカキ内面;ナデ 暗褐性掘揚げ土 10Ⅲ 13 口－7
』~L p

、
晶
咀
唖

７

油
一
卜

Ⅱ
擦文時代後閲後半3

砂粒含む外面：紺ハケメ→樹ナデ

面：横ミガキ

口縁部横沈線2本昨

上半部斜位沈線

I 床肺Ⅱ 26 H lO 擦文時{縦期後半M鵜色暗褐色 同
口縁部

外面；横ナデ内面:横ﾐｶｷ’ 褐色 黒褐伝‘ 砂粒念む 良 図Ⅲ－26 2と同個体 擦文時代機期攪Ⅲ 26 l H | (1 1 10 1 段土 ’ ’ 1 口縁巡
外面：縦ハケメ→縦ナデ内面

横ミガキ

砂粒含［縦及び斜位沈線覆土 ３Ⅲ 26 H－lO 17～19 擦文時代後期後半褐色 黒褐色 艮胴帝

黒色 砂粒含む
暗褐色 ｜砂粒含む
毘伊 ｜砂粒わずかに含む

階褐色

擦文時代後側l僧､卜

擦文時代後期後半

摸文時代後期縫半

良
一
良
一
良

補修孔2個有り 内凹煤付看外面：横ナデ内面：横ミガキ｜ 褐色＞暗褐色

蕊鱒篝簿篭
ｹ而~テヂデ~両面~｢羅万手一FW雨壺
外面：ナデ内面:不明 ｜ 照褐色

外而：鼎ミガキ内ln1

キ
褐色

横ミガキ

鎧
口稼部

斜位沈溌

刺突列3段(羽状

刺突列2段

蝋及び斜位沈線、

帯下部横沈線区画

斜位沈線

橘沈線

状
羽

段段
】ノハＪ茸、

列列
突突

噸萌

鰯及び斜位沈線、

Ｎ
－
ｌ

趾
一
緬
一
緬

｜

｜

’

藍
｜､-6317

剛
一
吋
一
吋

り有佃
煮
２
付

孔

煤

修

間

補
内

砂粒含む文＃

帯下部横沈線区画

17 1杙研 擦文時代後期後半鼎間色十暗褐色 喧胴部

擦文時代後期後半

隙文時代償剛後半

良 ｜内外面ﾎ 1が軸

良 ｜内面全体刺か
褐色＞時褐色 ｜砂粒諌
~不明~|砂粒含逝

胴部

~胴部
H－l7 8 1 床面
H－l7 1 I ｜ 床面

’

1

ｑ
１
１
画
’
１
１

口像憩職1段胴繍 #imf鱈ｷ'価:噛ミガ斜位沈線

砂粒含｛床而 I IⅢ 65 H l ii

擦文時代後期後斗黒褐色＞褐色階間f 良口縁～胴H

~

8と同 個体砂粒含む口隷短刻線1段、胴部

料位沈線､横沈綴

外面 横ナテ内凹1 ：上領ミカ

キ．下紺ミガキ

Ⅳ－1
7

1 N36 Ⅱイー U 擦文時代磯期後半
&

婆褐色＞褐色 甲缶 L
口縁～胴上半剖

砂粒含む口縁彊刻線2段、J弾瓦久 』堀k色晴又､ 内in煤少量付着外面：上横ナデ、下碓ミガキ

内而: 上横ﾐｶｷ､ 下縦ミガキ

1句Ⅳ－1 I N7 ９

０

６

１

１

‘

１

１

‐

１

ｆ

一

、

Ⅳ

叺
脇
礼
洲
羽
‐
９

２
洲
Ⅱ
墹
認

U 1 'I

胴部斜位山形沈線･篭

刻線横沈線 擦文時代後期後半黒褐色口線～胴上半部 屑掲色

071 U

砂粒含む口緑短刻線1段、胴部

斜位沈線、横沈線

勺而煤少量付着外面上機ナデ、下樅ミガキ P

間： 上横ミガキ、 F縦ミガキ

TV '）
&ワ ー 1

察文時代後期後』ﾄ暗褐色＞黒褐色 黒褐色＞黒色口縁～胴上半部 恩

ｌ列突刺段１線１画

段

7と同一個体外面：横ナデ内面：横ミガキ 砂粒曾むﾊ'－2 6
凡Tｳ

'2， 17 L

察文時代後期後半階褐色 暗褐色口隷部 艮

畷文時代後期後半
砂粒含む 6と131-個体短刻線1段、刺突列1

段

外面：横ナデ内ロ：恢ミガキ’Ⅳ－2 N7f '6 I

暗褐色 晒褐色口縁部 艮

擦文時代後間後半
口縁短刻線1段､胴部
斜位沈線

短刻線1段

短刻線1段、縦・横・

斜{t沈線

刺突列2段

〕と同一個体外面；樅ナデ内面；横ミガキ 砂粒含（Ⅳ K前68
褐色 色褐

■
ｆ
ろ
．

マ
ヰ
２
脚 艮口縁部

擦文時代俊朗後半外面：横ナデ内面：横ミガキ 暗褐色 蝋色 砂粒含む 良

外面：横ナデ内面:横ﾐｶｷ 暗褐色 無色 良砂粒含む

外面：横ナデ内面:横ﾐｶｷ 暗褐色 黒色 砂粒含む 良

外面；横ナデ内面:横ﾐｶﾞｷ 黒褐色 黒色 砂粒含む 良
外面：猫ナデ内面 横ミガキ 暗褐伐 製角 砂粒含む 良

砂粒含む外面：横ナデ内面：横ミガネ
暗褐色 無色 貝

岬一純

豊里
里角

砂粒含む

~砂灼 含む

キキ
ガガ

~~~~~~

橘横

曲面

内内

プーナ一

ナナ

機横

面間

外外

黒渇色

一雑帖

陪柵仏

9 1 N56 14 1 Ⅱ I l l 口職部

内面煤付着’ 110 胴7 ⅡT1F

擦文時代後則後半口縁部

内面煤少量付着

補修孔1個有り 内面煤付着

擦文時代後期後半

擦文時代御､後半
欄立時代繕期縫半

口縁鄙
~口絵部

鰯

型
剛
而

鮒
一
脚
一
Ⅲ

Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ

1

1

1

Ⅱ
一
は
一
隅

隆補1段

~縦・描沈線罰
、
寺
川
、､

~ ~斜位,横沈線､刺突列 外面:横ナデ内iロ斜位’横沈線、刺突引 ヴキ 砂粒含［、 ６
６

５

５

Ｍ
Ｎ ~

畑
一

Ⅱ| ､’ 1

1

やや

不胤

９

擦文時代掻Wl後4黒色＞暗褐色暗褐色洞部

短刻線、斜位沈線． 幟 外面短刻線、斜位沈線， 横 外面 内面全面剥がれ

沈線

斜位,横沈線

斜位沈線

：ナラ 砂粒含む
詩
Ｉ
ｒⅣ一 |前 N78 、

？

Ｊ

い
×
〕
１
１

皿
ｈ
Ｕ
Ｉ
Ｉ

－
‐

４

１

』

擦文時代後期後半黒褐色 罰桐部

17, 18と同一個体外側： ヒナデ、下ミガキ内

面；縦ミガキ

砂粒含む~
~ ’Ⅳ 2 '6 87 I

擦文時代後期後半暗褐色 黒色蹄
一
繩

弓

'6， 18と同一個体
ガ~~~

横上面■
ハ

キ

雲
テ
ガ

ナ

ミ

縦

紺

：

下

■
Ⅱ外

キ

砂粒含む'7 K88 ⅡlV Z ～
隙文時代後期後半黒色＞黒褐色褐色 弓

外面：上ナデ．下縦ミガキ内外面：上ナデ．下縦ミガキ

1m：上横ミガキ、 下脳ミガキ
卿
一
陣
一
隅

、

Ⅲ

酢
Ｍ
７

砂粒含む 6‘ ’7と同一個体斜位沈線、横眺線
11

18 戸
ｊ
命
６

恥
Ｎ
《
制

Ｎ

Ｎ

1

1 1

Ⅱ
Ⅱ 撰文時代後期後半褐色＞暗褐色 黒色 日胴間

外面：横ナデ内面：上横ミガ

キ、下紙ミガキ

沙粒含む斜位・横沈繰lI N56 IR Ⅱ
察文時代後期後半黒色H賂 溜褐色 灰

一
一

ミガキi馳>黒色~|砂粒含む
－一軍両~－｢両蒋冑万

擦叉時代機期後半

構立時代織帆僻ド
’ 褐色

縦ミガキ’ 黒褐色

斜位・横沈繍

~斜位・横沈線
繩
一
淵

７
－
３

０
６
５
５

Ｆ

Ｎ

、
Ⅱ
ｕ
１
１

句
凸
丸
Ｊ
』

、
ム
リ
ム

~
平
い
，

Ⅱ
一
Ⅱ

~

~~

艮 ｜

良|内面煤少k附蒼

外面：上ナデ、下縦ミガキ内

面；縦ミガキ

砂粒含む硴‘槙沈線バー2 22 Ⅱ066 I (1
際文時代俊期後斗黙褐色 良黒測色胴3

外面：硴・糾位ミガキ底面

ﾐｶｷ内、紺ミガキ

砂粒含むⅢ 06可 I
凛文時代後期俊半黒褐色 灘褐色左立、

と北口I 陵

外、：縦ﾐガ、；髄ﾐｶｷ底而ミガキ

内面；縦ミガキ

砂粒含虻Ⅳ 2 N56 18～21 Ⅱ 6 、F4~~
凛文時代後期後斗氏部 暗褐色＞掲色 暗褐色＞黒褐色 I

砂粒含1

" LR斜縄文
Ⅳ－4 Kﾖ』】 内山：ナテ やや

不良
縄文時代後期前蕊褐色 暗褐色

外面；斜位ナデ底面ナデ内

面：ナデ

砂粒含紅

“民部
nr-貝 M別） ' 16 1 ’

縄文時代後鯏i葉暗褐色 啼褐世 良

表6 這構出土の掲載石器等一覧

( iii 考重さ（9） 石材遺櫛 遺物番号 層位 長さ×幅×厚さ （c、図版番号 分類図番号

凝灰岩カマド 13． 3×7． 6×7． 5 0亀1.'1 . 7'01Ⅲ 7 3 54 砥石 H （

東カマド、支脚利用疑灰岩勺マ’礫 78. 10 i､7×！). 8×9－ 2 H{)(）|-（Ⅲ 5/1-2

西ｶﾏﾄ､支脚利用bマト 礫岩1 130礫 | （ l (】 '1 19．8×!)． 1×7． 4Ⅲ 7－5 ﾗ4 2

凝灰岩覆ゴ (-170. 2(8. 11）×（1 1 ． (i） × （3. 1砥石 ' ' 814－1Ⅲ ’7 、

凝灰岩覆ゴ 2. (j）×（ | 、 11）× （0. う） (2, | ）有.孔礫 Ⅱ－8 jN
Ⅲ '7 2

eロ

〕q]~

凝灰岩詔型I ( ､1． 9礫

礫

孔

孔

有

有

1 1． （i）× （2． （i）×（Ⅲ－17 3 53 1 | { 8

凝灰岩覆ゴ
■1ーfA

U〕3D11 ． {i×9． 8×前. 0' 1 8 3;｛53－1m l7 4

粗粒玄武岩床而 176，7砥柾 ' ’ － 2×7． 2×' 1. （Ⅱ-9m 21 2 5．1－1

凝灰質砂岩床閥i 26. ()×11． 3×8．8 31 15砥石 lI－1 13 ． 10Nﾐ1－1
J竜 且Ⅲ 30 4

床『面 凝灰岩有孔礫 l－9x3－3x 3， ’Ⅲ 14 3 53 ’ H M

凝灰質砂岩 燧脚利H］1113020.9×10．8×1 13
、向

『門 力マト礫'1- 1‘1 4 貝1 ﾘ
PJAR 白

' 133区I層と接合凝灰岩機ゴ 716. 罰’5. ;1×8．9×6. ‘1砥石 '－1 ’5‘1－1Ⅲ 53

宋面 凝灰岩63‘ 8有孔礫 7.7×7. (i×1 ． 1| | と’ ；121Ⅲ 53 4 53－1

141
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表7 H-11玉類一覧

図番号 図版番号 分煩 遺物番号 層位 形態 色調 長さ×幅><厚さ(c、） 重さ （9） 備考

Ⅲ 31－3 ガラス玉
貝頁
fJfJ 1 1 床面 丸玉 風化 ()． 9×0R×() R 鉛ガラス0. ‘I

IⅡ－31 11 ~~｜)抑 ｶﾗｽ玉 床面1－2 AL玉 風化 1 ．9×1 ． 4×1 ． 1
一
け

り

】 鉛ガラス

Ⅲ－31 7
頁
Ｉ~~
戸
川 ｶﾗｽ王

ガラス王

1－3 床面
'一／幸

し~9、土 風化 1 ． 3×1． 3×2. 0 鉛ガラス
1） 叩

7〕,画

Ⅱ－31－$
PP

i〕3 1-.1 床面 』L玉 風化 1． 1×1 ． ｜×0． 9 鉛ガラス岫
一
剛III 31 9

PF

I);〕 ガラス玉 '－6 床面 iL玉 風化 1．2×’ ’3×1 ．2 鉛ガラス

鉛ガラス
Ⅲ－31－’0 ガラス玉 帳面 ﾒL玉，1 馴化>i〕 | 、 3×1 ． 2×1 ． 3

叩
、
切

叩
正
己

Ⅲ－31 1 1
－
３
戸
帥 ヴラスヨ ' 8 床面 丸玉 風化 1 . .,1×1 ． ． |×1 ． 3 鉛ガラス1 ． 9

Ⅲ 31－12 ~~〕;〕 ガラス玉 床面1-1） 丸玉 mｲ’ 、 （)×()． 9×0． 1） 鉛ガラス1 ． 1

Ⅲ－31－13 ガラス玉55 床、1 10 丸王 雨Iイレ
坐珂1日 1 ．0×1 ．0×｜ 、0 1 鉛ガラス

FF

;)+） Iｺﾗｽ玉Ⅲ－31 1 ，1 床面1 12 |ヨ玉 群青色 1 ．0×1 ． 1×().8 鉛ガラス、風化なL1 ． 3

III－31－l5
［
１ ガラス玉 床面1－'3 iL玉 風ｲヒ 1 ． 0×1 ． 0×1 ． 0 0.6 鉛ガラス

Ⅲ－31－16 ヴラス玉~~、;1 床間'一' '1 丸玉 風化 () ． 11×0 8×0 8 () 鼎 鉛力ラブ

Ⅲ－31－17 ガラス玉馬侭
八J 1－15 床晒

↓T〒

メ ~ 'て 風化 1 ．0×0． 9×(). !） 鉛ガラス0. 9

ガラス三｛Ⅲ－31－18 '－1 1 床而 丸玉 風化）&） 0． 9×0 9×(） 鉛ガラス0． 6

Ⅲ 31 1 {） 35 がラス王 ' 19 丸玉床I薊 風ｲI 1 ．3×1 ．3×1 ．2 り 月
田■ DJ 鉛ガラス

Ⅲ－31－20 ~~(】i〕 ガラス玉

ﾅf弓プコニ

'－20 床面
lqT

ﾒLユ 風化 1 ．0×1 ． 1×0， 8 0．7 鉛カラス

Ⅲ－31 21 '－21 J1二戸
〆P . T,床面 馴化〕 ;〕 0. 7×0． 9×() . 8 鉛ガラス｛1 ． （1

Ⅲ－31 22 員戻
pjDj

けニーフー直
J／ハェ 床面 榧

一
狂

一MM 耐Iイレ
筈呵lｰ ' ． ｜×1 ． ｜×1 ． （ 鉛ガラス() 9

Ⅲ 31－23 55 ガラス玉 1 23 床面 風化 | ， 6×1 ． 6×1 ． ‘1 鉛ガラス}､ 6

ガラス玉Ⅲ－31－2‘ ’ 55 1-24 床面 iL玉 風ｲI 鉛ガラス0.8×().8×0． 5 I ) ‘』

IⅡ 31 25 月月
Pfqf ガラス玉 床面1－25 災Lヨ 水色・白色 ().8×().7×0． 7 鉛石灰ガラス、風化なL()． 4

III－31－26
Fー

i)f〕 ガラス玉 床間1 27 灯干 風化 0.8×0． 8×0． 7 鉛ガラス(）

ガラス玉Ⅲ 31 21 ~~1;1 1－28 床面 J1三F
少し一心 風化 鉛ガラス0. 0×1 ． 0×() 8 0． 9

ガラスニIⅢ－31 28 ' 29 床頂1 iL玉 風化 鉛ガラス0. 9×0． 9×0l i〕 八 万

U･ I

ヴラスヨⅢ－31－29 床面'－30 1[玉 風化〕I) 1 ． 0×0． 9×0． 6 鉛ガラス0. 6

III 31 30 可5 床【、ガラス玉 '－31 lL玉 風化 0． 9×0 0×0 0 0． 0 鉛ガラス

11－31－3
~~

ガラス玉 丸雫'－32 床面 風1 0.8×0． 9×0． 7 0． ．1 鉛ガラヌ

Ⅲ－31－32 55 びラス玉 '－33 床面 1Lヨ 風化 0.9×0．8×0.8 0． 5 鉛ガラス

Ⅲ－31－33 55 ガラス玉 '－35 」L玉末面 風化 ７

６

０

０

×

×

９

９

曇

仙

肌

×

×

９

０

０

１

鉛ガラl)． 11

Ⅲ 31 3fl ~~、句JqJ ヴラス玉 ' 37 床面 丸下 凧イレ
卦V｜里 鉛ガラ0． 5

Ⅲ 31 35
一
‐
１

－
３ 』L玉ワラス玉 ' 31） 床而 風化 鉛ガラフ･ （)×0． 0×0 8 ()．6

Ⅲ－31－3(i
ｰ宍

）i）
ナfニフエ 1－皇10 床面 丸玉 風ｲ’ 鉛ガラ() ‘ 9×1 ． 0×0． 7

~

~

ガラス半一垈Ⅲ－31 37 床面 』L玉55 11 風化 () 5 鉛ガラス0． 11×()． ！)×() ． 8

ｻﾗｽ玉Ⅱ1－31－38 床面－‘13 ｣Tエ
バL」

眺） 薄黄色 鉛ガラス、 風化な1 . 0×1 ． ｜×0． 9 1 ． 7

Ⅲ 31 31） 貝月
Eﾉｬﾉ ガラス玉 床間' 44 li下 風化 0.8×0．8×0． 8 鉛ガラス() ｛i

Ⅲ－31－‘|(）
戸
勘
信
あ ガラス玉 床面1－47 ﾒL玉 耐イレ

封ロ旦 鉛ガラス1 ． 1×1 ． 1×0． 9 1 ． 6

ガラス玉'11 31－"1 1
F一

列;1 床而1－48 灯三F 風化 鉛ガラス0．9×0．9×(1． 7 0. 2

Iｺﾗｽ玉Ⅲ－31－－12 ~~卜〕i〕 床面1－50 丸玉 白色 鉛石灰ガラス、風化なL0.8×0．8×0． 7 0.7

Ⅲ－31－．13
兵員
d1.1 ガラス玉 床ⅢI1－52 lL玉 風ｲI 鉛ガラ0. 8×0. 9×0

Ⅲ－31－i4
－
１

玉スー
フ
ガ

床面 JT三L
かLユ 透明 カリ石灰ガラス、風化なし〕l） I). 8×(). 8×0． 8 0.6

Ⅲ－31 15
~

ｶﾗｽ玉 床面 1L玉'一羽 風化 鉛ガラク0. 9×(). !)×(). 8 0. 3

ガラス玉Ⅱ 31 4(i
５こ
り '－59 床面 丸玉 凪化 0． 9×0. 1)×0. 8 鉛ガラス、 ’ノ

Ⅲ－31－: '7 ｶラス玉 '－60 床面 丸ﾖ 風化 ｜ ､0×1 . ()×0.8 鉛ガラス
､,､
Jtl 0 1）

Ⅲ 31 48 局弓
［'7J 勾玉

有孔自然礫

床｢力I－1 7 2. ：l×1 ． 5×｜ ，0
一 再

+>･ I ヒスイ

Ⅲ－31－49 ~~1 ■､[J qJ 求面洲 凝灰岩}． ’×2．3×1．0 7. 7

銅製I鼎''1 31－50 ~~司司Jq, '－38 床曲 2. 0×1 . 2×0．6 | 、2

銅製品Ⅲ－31－51 ' 15 床面 2. ()×1 ． 2×0‘ 6] i〕 ()．8

銅製品III 31 52 床面
､隅
ロ』，, ’ 16 2. 1×1 . 2×0． 6 () ． 7

銅製品Ⅲ 31 53 頁E
Pノfノ －Ii6 床|、 土壌水洗で出土(| 、2）×（1 ． 2）×（0. 5） ((） l{）

銅製品Ⅲ－31 51 55 1 57 床面 (0.9）×（1 ． 1）×（0. 5 () ． ％）

銅製品'11－31－55
一
抑
一
列 1－61 床血 1 ． 2×0．8×0．8 1 ．7

Ⅲ 31 56 ~~93 銅製品 床間1 62－1 0. 5 Ⅲ-31-56と|司一個体1 ．9×() ． 8×()．3

銅製2，尚Ⅲ 31 57 ~~l;〕 床的1 02-2 (1 ． 2）×（().7）×(0. 3 Ⅱ1-31-55と同一個体(0． 1）
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Ⅶ

包含層出土の掲載石器等一覧

尋 ｜ 図版蕎号 ｜ 分頚 ｜ 識'査区
｢ | 58 石雛 ｜ M-6ア

調査区分領図版番号

石城 M-（58

表8
｜ 石材 ’石材 備 考

産地同定資料肋. 15

産地同定資料恥.6

産地同定資料M). I ()

産地同定資料駒. 13

重さ （9）長さ× 幅×厚さ （c、）層位遺物番号図番号

黒曜石(0. 6）１

９

０

０

く

×

×

８

ｑ

×

う

ｊ

、
ト
ノ
印
ム

。

抑

、

）

も
Ｊ
ご
Ｊ
ｒ
ｌ

Ⅳ 7－ 1

黒曜石(7． 1
~

1111－52石棺前8Ⅳ 7

黒曜石i5. 6）(9-0）×4．6×｜ ， 9TT
↓111,-5‘1石棺Ⅳ－7 3 1 58

黒曜石(5 1. 7

ｊ２Ｉ

ｘ

×

、

ゥ

、

』

４

４

×

２
く

１４

×

２

鋤

ｆ
Ｉ
、
。

11
石棺 Ⅱ烏留

,』〔》Ⅳ-7－4

産地同定資料M). 1 1

産地同定資料池8

産地同定資料M〕､ 1 1

産地|司定資料靴).7

産地同定資料､). 12

黒唯石(R （i）ⅡM-56 1 17月石槍Ⅳ－7－5 IK

然曜石州． （)!). 4×3． 8×1 ， 1Ⅱ1
石棺 一局‘ノ

■』ご5＄Ⅳ－7－6

黒曜石

~黒硴石
l(). 25.6×2. lxlIN ；0石棺ﾖRⅣ 7 7

二二
11［ 1． 9×1 ． 8×(}J 50石錐粥

一
調

８

９

７

７
Ⅳ

、 ~~

黒曜石(lI7－ l(5. 1)）×3. 9×1IM－5， 1スクレイバー

｜麓地同定資料恥5黒曜石~
~

「
Ｉ5． ｜×2．5×0. (H－51クレイパーうSW－7－lO

産地同定資料恥.4

11-19(仮称>掘揚げ士出土

縄文時代早期

黒曜石(X （ ）(6. 6）×2．8×0． 8IF (j2スケレイパ58Ⅳ 7-1］

黒昭石'5． 月棚揚げ土 9×2． 11一＃1956－1 石嫉Ⅳ-7-12

粘板岩( 15(6. 4）×（､1. 0)×（1 . 8）11 7K石斧同6 ’Ⅳ－7－13

緑色泥岩（46-2）(6.2)×3. 旬×1． I11' 15露
一
睡

N 月( 156 1Ⅳ－7－14
山
一
型

Ｌ
マ
イ
くり凝1 1)'2(1 . 7×1 1. 3×10.sN-0.137Ⅳ 8 ’

珪化木?.L‘1月 ‘ノ
ロJ1JtJ凸 凹12.7×3． ．1×3． 3Ⅱ| ,－50砥石IV－8－l（ :］ I

使用部被熱
詳山

児正稻680020.7×'8． 2×12． 30］(i－5台ｲコⅣ R－l

凝灰岩17． 95． 1× 4． 1×1 ． 1Ⅱ102有孔礫 ( 51Ⅳ－8－18 56 1

疑灰岩1- （1. -1×2. 5×0． 6Ⅱ弓1
J G1有孔礫 N-52計6－1Ⅳ 8－19

雄灰岩5． 01 ． 1×2． 2×(). 71}1－M向孔礫56－1 )､【V 8 20

'1－19(仮称)掘揚げﾆﾋ出凝灰岩()93掘揚げ土 16．3×19．7×｜ 、 51－州砥石冤甲
J IⅣ－9－21

表9 金属製品一覧

備考素材重さ (9）

’
長さ×幅×厚さ （c、遺物番号 層位遺構・調査区分類図版番号図番号

鉄2.4×0．7×0．6 1. (〕床山H－6痕Ⅲ I5(j－2 l 1 1

鉄（ 10. 3）床面、

Ⅷ

－×－×－鎖状？ H 7j6－2－2

鉄1.6床面 1．7×4． 9×0． 5刀子片 H－lO前6 2 3
|司一個体

鉄13．7）覆土 (5. 9） ×’ ’ 6×1 ． 22－1鍬先片 H l l56－2－4Ⅲ－30－2

鉄9. 3）2.2× （畠1. 7） ×0， 9糧」鍬先片 H－l lⅢ 30 3 36－2 3 ~~

~

鉄床面 I . O×1 ． 2×1 ． 1 I) 9q9川
Uu唖パイプ状？ H l ,1川－2－6

鉄(2(1 8）(4. 7） ×0. 7×0. 7覆土1 ． 2H－1656 2 7 マIⅢ－59

1 ． 3×2． 6×0． 5 1 ．3床｢Al刀子切先 H－l ll56－2－8

鉄18． 2'7． 2×2． 2×1 ． （床向H 18刀136－2－9Ⅲ 65－2

’ 鉄8． 1I 4． 1×5. 2×0.772区板1 ノ50 2－｜()
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ガラス玉62点と金属製品

が出土

砥石、台

、金属製

砥石、台

、金属製
擦文土器、砥
石、有孔礫、

品、ガラス玉

擦文土器、砥
石、有孔礫、

品、ガラス玉

竪穴住居

焼 土

集 石

13*I擦文時代穂香竪穴群｜集落別

4ケ所

所1

~~~~~~~~~~~~~ ~~~~~~~~~~~口縁の突起に動物意匠が
ついた土器が出土

一
Ⅲ
斧

一
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石

一
ｔｑ
怠
器
’
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士

、
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文
鍼

一
縄
石
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基

－

２ ~~~~~~~~~~~~~縄文土器(北筒Ⅲ）石鍼、石棺、石斧~~~~~縄文時代 土 坑
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